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平成23年第４回 

美唄市議会定例会会議録 

平成23年12月12日（月曜日） 

午前10時00分 開議 

 

◎議事日程 

 第１ 会議録署名議員の指名 

 第２ 一般質問 

  

◎出席議員（13名） 

  議 長  内馬場 克 康 君 

  副議長  小 関 勝 教 君 

   １番  倉 本   賢 君 

   ２番  長谷川 吉 春 君 

３番  谷 村 知 重 君 

   ５番  本 郷 幸 治 君 

   ６番  森 川   明 君 

   ７番  吉 岡 文 子 君 

８番  桜 井 龍 雄 君 

９番  金 子 義 彦 君 

   10番  高 田 正 則 君 

   11番  五十嵐   聡 君 

   13番  土 井 敏 興 君 

   

◎欠席議員（１名） 

４番  丸 山 文 靖 君 

 

◎出席説明員 

市     長   髙 橋 幹 夫 君 

副  市  長  藤 井 英 昭 君 

総 務 部 長  伊 藤 敦 史 君 

 市 民 部 長  山 崎 一 広 君 

保健福祉部長兼福祉事務所長  中 川 直 紀 君 

 商工交流部長  市 川 厚 記 君 

 農 政 部 長  須 田 正 毅 君 

 都市整備部長  山 口 隆 慶 君 

 市立美唄病院事務局長  高 倉 雄 治 君 

 消  防  長  霜 田 公 法 君 

 総務部総務課長  佐 藤   崇 君 

 総 務 部 総 務 課 主 査  平 野 太 一 君 

 

 教 育 委 員 会 委 員 長  工 藤 勝 善 君 

 教育委員会教育長  安 田 昌 彰 君 

 教育委員会教育部長  奥 山 隆 司 君 

 

 選 挙 管 理 委 員 会 委 員 長 職 務 代 理 者  竹 山 哲 郎 君 

 選挙管理委員会事務局長  秋 場 勝 義 君 

 

 農業委員会会長  西 川 芳 勝 君 

 農業委員会事務局長  吉 田 寿 幸 君 

 

 監 査 委 員  扇 谷   均 君 

 監査事務局長  鎌 田   覚 君 

 

◎事務局職員出席者 

 事 務 局 長  中 平 匡 司 君 

 次     長  三 上   忠 君 

  

午前10時00分 開議 

●議長内馬場克康君 これより本日の会議を

開きます。 

 

●議長内馬場克康君 日程の第１、会議録署

名議員を指名いたします。 

７番 吉岡文子議員 

 ８番 桜井龍雄議員 

を指名いたします。 
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●議長内馬場克康君 次に日程の第２、一般

質問に入ります。 

発言通告により、順次発言を許します。 

11番、五十嵐聡議員。 

●11番五十嵐聡議員（登壇） 平成 23年第

４回市議会定例会に当たり、大綱３点につい

て市長並びに教育長にお伺いいたします。 

大綱の１点目は、公共交通行政についてで

あります。地域公共交通総合連携計画につい

て、平成22年度に策定した美唄市地域公共交

通総合連携計画に基づき、平成23年度は市民

バス東線での循環方式、デマンド方式による

乗合タクシーの実証運行を計画しておりまし

たが、現状はどのようになっているのかお伺

いいたします。 

大綱の２点目は、商工行政についてであり

ます。地場産品アンテナショップについて、

ふるさと雇用再生特別対策事業を活用し、３

名の雇用創出と本市の特産品の販売など、地

域経済の活性化に一定の成果があったものと

考えております。そこで、１つに、平成23年

度で３年間の補助事業が終了いたします。こ

の３年間の事業実績の成果と課題をどのよう

に検証されたのかお伺いいたします。 

２つに、平成24年度以降、市としてアンテ

ナショップの運営体制をどのように考えてい

るのか。また、出店者協議会、運営会議に対

しての対応等についてお伺いいたします。 

大綱の３点目は、教育行政についてであり

ます。学校教育における校長先生を初め、教

職員は地域とのコミュニケーションも大切な

職務の１つと考えております。子ども達と心

の触れ合いや地域の方々との交流、イベント

等への積極的な参加など、教育現場だけでな

く、さまざまな交流が教職員に求められてい

るのではないでしょうか。一方、少子化に伴

い統廃合が進められ、現在、４校が廃校のま

まであります。このまま活用方法を示さない

状況に、地元の方々からは不満の声も寄せら

れているところであります。また、廃校の敷

地内に歴史・伝統のモニュメント等も放置さ

れているのも実態であります。これらについ

て、次のとおりお伺いいたします。 

１つに、現在の教職員住宅の全体戸数と入

居の状況、また、そのうち、校長等管理職の

入居状況、また、本年４月より管理職住宅の

取り扱いを変更した経過等についてもお伺い

いたします。 

２つに、学校の統合により廃校となった施

設の後利用に向けた検討の経過、また、その

敷地や施設に残されている歴史的な記念物の

管理状況についてお伺いいたします。 

３つに、教職員の勤務実態調査について、

新聞等では、北海道の小中校に、国の会計監

査院が勤務実態の調査を行い、その結果、不

適切な勤務実態が指摘され、北海道教育委員

会に対し給与の返還を命じたとのことであり

ます。本市における調査の状況についてお伺

いいたします。 

以上でこの場からの質問を終わります。 

●議長内馬場克康君 市長。 

●市長髙橋幹夫君（登壇） 五十嵐議員の質

問にお答えいたします。 

初めに、公共交通行政について、地域公共

交通総合連携計画についてでありますが、平

成 22年度に作成いたしました美唄市地域公

共交通総合連携計画に基づき、市民バス東線

については、駅を起終点にアルテピアッツァ
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美唄、または東明消防分団を折り返す循環方

式とし、新規路線として美唄尚栄高校やいな

ほ団地を経由する便を設け、全体で２６便の

バス運行を予定しております。循環方式に移

行することに伴い、アルテピアッツァ美唄か

ら東側の地域については、予約方式による乗

合タクシー運行とし、自宅から市街地の主要

施設までの運行を予定しております。 

なお、実施期間につきましては、当初、平

成23年９月から11月までの３カ月間を予定

しておりましたが、国の補助制度の見直しに

より実証運行の補助が受けられなくなったこ

とから、実証期間を短縮し、平成 24年２月、

３月の２カ月間実施することとし、利用料金

は、バス、乗合タクシーいずれも１回当たり

200円を予定しております。 

次に、商工行政について、地場産品アンテ

ナショップについてでありますが、平成２１

年７月から国の助成制度を活用し、雇用機会

の創出と本市特産品の販路拡大や地域情報の 

発信を目的として、進徳町の国道沿いに開設 

したところであります。 

売上高は、平成 21年度は、９カ月間で約

1,634万円、１カ月当たり約 182万円、平成

22年度は、約2,590万円、１カ月当たり約216

万円、平成 23年度は、11月までで 2,483万

円、１カ月当たり約 311万円となっておりま

す。 

成果としては、農産物のほかに焼き鳥や米

粉製品など、本市特産品の認知度が高まり、

順調に売り上げが伸びているとともに、市民

の皆さんを初め市外から来られる方々にも好

評をいただき、地域経済の活性化に一定の効

果があったものと考えております。 

今後におきましても、アンテナショップの

持つ役割については本市経済の活性化にとっ

て必要であると考えておりますが、平成24年

度以降は国からの助成がなくなることから、

運営については、現在、収支計画のシミュレ

ーションを行い、事業の継続に向けて関係団

体との協議を進めているところであります。 

次に、教育行政について、廃校施設の後利

用についてでありますが、現在、閉校となっ

た学校施設については、庁内のコミュニティ

施設審議委員会において、地域の特性や施設

ごとの課題、地域住民の考え方などを整理し

ながら検討を進めているところであります。 

以上でございます。 

●議長内馬場克康君 教育長。 

●教育長安田昌彰君（登壇） 五十嵐議員の

質問にお答えします。 

初めに、教育行政について、教職員住宅の

管理状況についてでありますが、現在保有し

ている教職員住宅については、本年度、東小

学校の教職員住宅３棟を解体撤去しており、

管理職住宅を含め、全体で35棟63戸を有し、

入居は 20戸で入居率は 31.7％となっており

ます。このうち、管理職用として保有してい

る住宅は20戸で、老朽化等により入居を停止

している住宅は４戸となっており、入居者の

内訳は、校長が６戸、教頭が10戸となってお

ります。 

教職員住宅については、建設当時の住宅事

情や交通手段などの福利厚生面のほか、管理

職については、学校管理上の必要性などから、

校舎近くに整備をしてきたところであります

が、現在は持ち家やマイカーの普及など、住

宅事情や通勤状況の変化に伴い、教職員住宅
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へのニーズも大きく変容をしており、多くの

教職員は、市外からも通勤している状況にあ

ります。 

こうした状況の中、校長・教頭については、

引き続き学校管理上の必要性などから、公宅

を利用してきたところですが、ほとんどの公

宅が築２５年以上経過し老朽化が進んでいる

状況にあり、改修要望に十分対応できないと

ころであります。このことから、管理職用住

宅については、近隣自治体の状況等も参考に

し、学校管理上、実務的な対応が必要とされ

る教頭の住宅については、今後とも計画的に

維持管理し、校長住宅については、異動の時

期に合わせ、できるだけ学校区内の民間住宅

を活用していただくこととし、第６期総合計

画「事務事業インデックス」に関する庁内検

討で、その方向性を示し、整備計画を作成し

てきたところであります。 

教育委員会といたしましては、校長・教頭

が学校近くに住むことは、教育環境の面や地

域との関わり、また、移住・定住の観点から

も効果的とは考えておりますが、住宅に対す

るニーズの変化や近隣自治体の状況とともに、

本市の財政状況、学校管理システムの改善な

どを総合的に判断し、現在の対応としている

ところであります。 

次に、廃校施設の後利用についてでありま

すが、閉校となった学校敷地や校舎内におけ

る構築物や資料などの歴史あるものについて

は、学校の後利用の方向性とともに、そのあ

り方を判断していくこととしております。現

在、茶志内小学校では、旧小学校の門柱の移

転の希望があり、学校や地域関係者などと協

議して対応しているところであります。 

次に、教職員の勤務実態調査についてであ

りますが、本年１月から２月にかけて道内の

公立小中学校 209校に対し、会計検査院が勤

務実態に関して実地調査を行ったところであ

り、本市においては小学校２校が検査を受け

たところであります。会計検査院からは、北

海道教育委員会に対し、教職員が、「法令や条

例に違反して勤務時間中に職員団体のための

活動を行っていた。」、「長期休業の期間等にお

いて勤務時間を遵守していなかった。」、「校外

において行っていたとした研修を実際に行っ

ていなかった。」、「外勤・出張及び職務専念義

務免除の取り扱いが適切でなかった。」など、

172校 647人に対し、指摘があったところで

す。 

その後、北海道教育委員会において、給与

返還等の手続の整理が行われてきましたが、

12月３日付で、本市教育委員会関係分として、

１校２名に対し給与の返納の通知がありまし

たので、当該校に連絡したところであります。

返納の内容は、いずれも長期休業中の校外研

修における勤務時間の不適切な取り扱いによ

るものであります。 

また、会計検査院の検査結果を踏まえ、文

部科学省は、10月 13日付で北海道教育委員

会に対し、会計検査院が行った検査と同様の

調査を実施するよう指導を行ったところであ

り、北海道教育委員会はこれを受けて、11月

16日付で各市町村教育委員会に対し、「教職

員給与費の適正執行等に関する調査」の実施

について、通知を行ったところであります。 

このことから、本市では、各学校の教職員

の勤務状況を示す各種資料を11月25日まで

に取りまとめ、空知教育局に提出したところ
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です。今後、北海道教育委員会が中心となり、

提出書類を基に調査を実施し、来年８月をめ

どに調査結果をまとめることとしております。 

以上であります。 

●議長内馬場克康君 11番、五十嵐聡議員。 

●11番五十嵐聡議員 それぞれ答弁をいただ

きまして、ありがとうございます。 

この場から再度質問をいたします。 

最初に、公共交通について、議会報告会に

おいても、茶志内及び日東地区においては高

齢者の方が多く、通院や買い物などにこの乗

合タクシーの早期運行を望む声が多くありま

す。美唄市地域公共交通連携計画では、茶志

内・日東地区においては、平成25年度に実証

運行、平成26年度から本格運行を予定してお

りますが、この地域には商店がなく、高齢化

率も高く、足の確保は切実な問題でもありま

す。地域の実情も考慮し、実施時期を早める

ことができないのかお伺いいたします。 

次に、地場産品アンテナショップについて、

３月の一般質問でも取り上げましたが、未だ

にきちんとした方向性が出ておりません。当

初から、国の助成制度は３年間と定められて

おり、助成金がなくなると運営が厳しくなる

ことは最初からわかっていたことであります

し、予算編成の時期でもあり、24年度以降の

収支計画を含めた計画と、関係団体との協議

の経過について内容をお伺いいたします。 

次に、教職員住宅の管理状況について、教

職員住宅のそれぞれの建築年数と解体の計画、

また、教頭は実務的な対応が必要とされると

のことでありますが、どのような実務なのか。

いずれにしましても、校長先生は学校管理の

最高責任者で、そういった立場の方が公宅を

与えられず民間アパートに住む、なぜこのよ

うなことになったのか、その考え方と、どう

いった議論経過を経て計画されたのかお伺い

いたします。 

次に、廃校となった学校施設の後利用につ

いて、廃校となった施設の後利用については、

コミュニティ審議会で検討しているとのこと

でありますが、民間業者からの引き合いやサ

テライト・キャンパスとしての活用など、い

くつか聞こえてきております。検討している

施設の具体的な活用方法についてお伺いいた

します。 

また、現在、閉校後の学校には、学校の歴

史や地域の歴史的な資料や卒業生の記念作品、

絵画など、そのまま置かれているものもあり

ます。それらを１カ所に整理保存し、同窓会

等など希望があれば見てもらうようなことは

できないのかお伺いいたします。 

次に、教職員の勤務実態調査について、本

市において小学校２校が検査を受け、１校で

２名の方が長期休業中の校外研修における勤

務時間の不適切な取り扱いで給与の返還の指

摘を受けた。非常に確立が高く、多くの教職

員が該当するのではないかと想像するところ

でございます。北海道教育委員会に提出した

書類は、不適切勤務があったことにかかわる

資料なのか、お伺いいたします。 

●議長内馬場克康君 市長。 

●市長髙橋幹夫君 五十嵐議員の質問にお答

えいたします。 

初めに、茶志内・日東地区の実証運行につ

いてでありますが、美唄市地域公共交通連携

計画では、平成25年度に実証運行を行い、平

成 26年度から本格運行の予定となっており
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ます。実施時期を早めることについては、計

画におけるスケジュールの見直しや、あるい

は国との調整なども必要なことから、今後、

地域公共交通活性化協議会において検討をお

願いしてまいりたいと考えております。 

いずれにいたしましても、本市の公共交通

を確保していく上で、国の補助を活用しなが

ら地域住民の足の確保に最大限努めてまいり

たいと考えております。 

次に、アンテナショップについてでありま

すが、出店者協議会の役員におきましても、

これまでの成果、実績及び雇用の継続の必要

性を踏まえて、平成24年度以降も運営を継続

したいとの意向でありますので、24年度以降

の運営につきましては、現在、建物や什器備

品などのリース料などの縮減、人件費の見直

しなどを行い、経費を圧縮したシミュレーシ

ョンを行っており、収支均衡が図られるよう

な運営に向けて細部の検討を行っているとこ

ろでもあります。市といたしましても、事業

の継続に向け、出店者協議会及び運営会議で

十分協議をいたしまして、平成24年度以降の

運営方針を早急に決定をしていきたいと考え

ております。 

次に、検討している施設の具体的な活用方

法についてでありますが、コミュニティ施設

審議会では、これまで現地調査のほか５回の

会議を開催し、施設ごとの具体的な活用策と

耐震状況や設備関係の課題などについて検討

を行っております。検討の方向といたしまし

ては、防災対策を初め、地域振興や交流促進

など様々な視点から進めるとともに、財政健

全化を踏まえて検討する必要があるものと考

えております。これまでの意見といたしまし

ては、防災資機材の保管場所や生涯学習の場

としての活用、あるいは、サテライト・キャ

ンパスの開設、民間での活用などが出されて

いるところであり、今後、方向性を取りまと

め、地域の皆さんと協議を行ってまいりたい

と考えております。 

●議長内馬場克康君 教育長。 

●教育長安田昌彰君 五十嵐議員の質問にお

答えします。 

初めに、教職員住宅の管理状況についてで

ありますが、教職員住宅については、建築年

で申し上げますと、昭和 46年が１棟、47年

が１棟、48年が２棟、49年が６棟、50年が

１棟、51年が５棟、53年が１棟、54年が１

棟、57年が２棟、59年が２棟、60年が２棟、

61年が２棟、62年が１棟、平成元年が１棟、

平成３年が２棟、平成７年が２棟、平成13年

が２棟で、土地購入とあわせて取得した建築

年不明の住宅が１棟となっております。解体

については、集合住宅を中心に老朽化により

周囲に危険を及ぼすおそれのある住宅を優先

とし、当面平成29年度までの７年間で17棟

の解体を計画しているところであります。 

次に、教頭の業務についてでありますが、

教育課程の管理、教職員の服務管理、学校管

理全般のほか、学校開放事業への対応、ＰＴ

Ａや地域関係者の窓口となるなど、多岐に渡

っているところであります。このことから、

近隣自治体の管理職住宅の状況も参考とし、

学校警備システムの整備により管理業務の負

担の軽減を図りながら、教頭住宅については、

今後とも計画的に維持管理していくこととし、

校長住宅については、異動の時期に合わせ、

できるだけ学校区内の民間住宅を活用してい
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ただくこととしたものでございます。 

検討の経過としては、平成22年度予算に向

けて、校長会から管理職住宅の民間活用も含

めた教職員住宅のあり方見直しの要望が出さ

れたことから、教育委員会で検討を行い、第

６期総合計画「事務事業インデックス」に関

する庁内検討を経て、その方向性を示し、整

備計画を策定したところであります。 

次に、閉校した学校の資料等の保存につい

てでありますが、統合により閉校した学校の

資料は、基本的には統合後の学校に保存して

おりますが、未整理のものにつきましては、

今後早急に整理してまいりたいと考えており

ます。 

また、卒業記念の作品や絵画などにつきま

しては、その多くは現在も閉校した学校に設

置されている状況となっていますので、これ

らについても、統合後の学校で保存すること

が望ましいと考えますが、これには一定の場

所の確保が必要となりますので、統合校以外

の場所に集約することも含め、今後、検討し

てまいります。 

次に、調査資料についてでありますが、１

１月25日に空知教育局に提出した書類は、北

海道教育委員会から各市町村教育委員会に通

知があった「教職員給与費の適正執行等に関

する調査」に関連し、提出を求められた書類

のうち、本市が提出した資料は、職員名簿、

出勤簿、休暇処理簿、校外研修処理簿、研修

計画書、研修報告書、外勤簿、学校日誌、特

殊勤務手当支給実績簿、学校行事表、旅行命

令簿、復命書、私事旅行届、海外旅行届、時

間外勤務命令簿、職員会議議事録、教職員の

勤務時間の割り振り、校長・教頭の引継書で、

平成18年度から22年度分までの保存年限該

当分でございます。 

以上でございます。 

●議長内馬場克康君 11番、五十嵐聡議員。 

●11番五十嵐聡議員 アンテナショップにつ

いてでありますけれども、これまで雇用機会

の創出、本市特産品の販路拡大や地域情報の

発信を目的に、農商工連携による地域経済の

活性化を担っております。さらに、これらを

発展させ、食にこだわったまちづくりの礎と

なるものと私は考えております。これらを踏

まえ、場所、運営主体、関係団体と継続へ向

けた協議をしっかりと行うよう要望しておき

ます。 

最後に、職員住宅の管理状況についてであ

ります。本年、校長先生の転入出により入居

を停止した峰延小学校の校長住宅は、築何年

を経過したものなのか。また、平成22年度に

下水道工事を行った上で、住宅を使用しない

としたことはなぜなのか。また、今後、校長

先生は民間住宅を活用してもらうとのことで

ありますが、民間住宅と公宅を使用した場合

の負担はどのように変わるのか。また、今後、

市街地から離れている西美唄小学校、茶志内

小学校についても同様の対応を行っていくの

かお伺いいたします。 

●議長内馬場克康君 教育長。 

●教育長安田昌彰君 五十嵐議員の質問にお

答えします。 

教職員住宅の管理状況についてであります

が、峰延小学校の旧校長住宅につきましては

昭和61年の建築となっており、現在、建築か

ら25年を経過しております。下水道工事につ

きましては、校長・教頭の転出入の時期は明
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確に定まっていないことや、校長住宅、教頭

住宅が隣接していることもあり、同時に工事

を行ったところでありますが、今後、大規模

な改修が見込まれる状況もあり、校長の転出

に合わせ、入居を停止したところであります。 

次に、民間住宅利用の校長負担についてで

ありますが、住宅の形態により家賃は５万

5,000円から２万 7,000円と幅があり、北海

道からの住宅手当の支給を差し引きますと、

家賃５万5,000円の場合は２万7,000円、家

賃２万7,000の場合は１万4,000円の負担と

なっているところであります。公宅の家賃は

１万4,000円から１万5,000円であり、住宅

の形態によっては、公宅利用に比して負担が

増えている状況にあります。 

今後、校長の転出入により、民間住宅の利

用へと転換を図ってまいりますが、西美唄及

び茶志内につきましては、建築年数も浅く、

大規模な改修が当面見込まれないことから入

居を継続し、住宅の状況を見ながら転換時期

を検討することとしております。 

いずれにいたしましても、今年度からの取

り組みでもあり、校長の負担のあり方も含め、

さらに検討してまいりたいと考えております。 

●議長内馬場克康君 次に移ります。 

10番、高田正則議員。 

●10番高田正則議員（登壇） 平成２３年第

４回定例会に当たり、大綱４点につきまして

市長及び教育長に質問いたします。 

大綱１点目は、地域振興について市長に質

問いたします。 

その１つ目は、地域経済の現状等について

であります。11月 24日、内閣府が発表した

月例経済報告によりますと、景気は東日本大

震災の影響により、依然として厳しい状況に

ある中で緩やかに持ち直しており、先行きに

ついてもサプライチェーンの建て直しや各種

の政策効果などを背景に、景気の持ち直し傾

向が続くことが期待されるとのことでありま

すが、地方の経済状況としては、持ち直しと

はほど遠いというのが実感であるかと思いま

す。 

東日本大震災、原発事故のほか、歴史的な

円高、あるいは欧州の金融経済等々の問題は、

長らく低迷を続ける本市経済に対しても少な

からず影響を及ぼすものと考えているところ

であります。景気回復の兆しが見えない状況

のもと、地域経済の現状をどのようにとらえ、

どのように対応しようとお考えなのかお伺い

いたします。 

その２つ目は、企業誘致についてでありま

す。低迷を続ける本市経済にとりまして、企

業誘致は最も効果的な地域経済振興策の１つ

であると考えます。市長は就任以来、精力的

に企業誘致活動にも取り組んで来ていらっし

ゃいますが、最近の企業誘致活動状況及び企

業の動向についてお伺いをいたします。 

その３つ目は、交流人口増加対策について

であります。市の観光入込客数は、平成22年

度で約36万4,000人となっております。交流

人口を呼び込む施設は市内に多くあるわけで

ありますが、交流拠点施設ピパの湯ゆ～りん

館は、特にその期待度は大きいものがあると

考えているところであります。 

しかしながら、近年、近隣で新しい施設が

オープンしたり、施設改修などが行われてお

り、ゆ～りん館では日帰りの集客が減少傾向

にあるとお聞きしているところでありますが、
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ゆ～りん館の集客の状況はどのようになって

いるのかお伺いいたします。 

また、開館後、年数を経てきており、施設

備品なども傷んできているものもあるとお聞

きしておりますが、対策についてお考えをお

伺いいたします。 

また、パークゴルフ場を増設する計画とな

っておりますが、概要についてお伺いいたし

ます。 

さらに、既存コースの芝も傷んでいるとお

聞きしているところでありますが、その整備

の考え方について、お伺いをいたします。 

大綱２点目は、都市基盤整備について市長

に質問いたします。 

その１つ目は、総合交通体系基本計画にか

かわる市道等の整備についてであります。交

通の安全性や利便性の確保のため、総合交通

体系基本計画が策定されておりますが、基本

計画策定の検討内容と概要及び基本計画を踏

まえたこれまでの整備状況についてお伺いい

たします。 

また、ゆ～りん館にアクセスする市道美倍

線の整備予定、さらには今後の高齢化社会を

踏まえ、実施に当たっての基本的な考え方に

ついてお伺いいたします。 

その２つ目は、公営住宅の管理についてで

あります。公営住宅法によりますと、健康で

文化的な生活を営むに足りる住宅を整備し、

これを住宅に困窮する低額所得者に対して低

廉な家賃で賃貸し、または転貸することによ

り国民生活の安定と社会福祉の増進に寄与す

ることを目的としているところでありますが、

本市の地域経済が低迷する中、住宅に困窮し

ている方は多いのではないかと考えていると

ころでありますが、公営住宅の整備状況と現

在の管理戸数及び入居状況、空き家の状況を

お伺いいたします。 

また、近年、他の自治体において公営住宅

でのペット飼育によるトラブルが起きている

例もお聞きしているところでありますが、ペ

ット飼育の現状についてもお伺いいたします。 

大綱３点目は、表彰等について市長に質問

いたします。市政功労及び表彰についてお伺

いをいたします。これまで、市政の発展に尽

力された方々に対し、市政功労や市民栄誉賞、

栄誉を讃えて、表彰状、感謝状など表彰され

てきております。まちづくり基本条例にある

とおり、これからは協働のまちづくりが基本

となってまいります。今後、地域活動やボラ

ンティアなど、まちづくりに積極的にかかわ

っている個人や団体などに対し、現行の枠に

とらわれずに市政功労等の表彰を行うことに

より、協働のまちづくりがより一層進んでい

くものと思われますが、お考えをお伺いいた

します。 

大綱４点目は、教育行政について教育長に

質問いたします。 

その１つ目は、運動公園における教育施設

についてであります。東明公園には多くの教

育施設があるところでありますが、テニスコ

ートについては一部改修工事が実施されまし

たが、ほかにも老朽化が進んでいる施設も多

いとお聞きしております。東明公園内のスポ

ーツ施設の市内、市外別の利用状況と今後の

整備計画についてお伺いいたします。 

その２つ目は、教育関連施設の管理状況に

ついてであります。学校施設については、耐

震化の工事が実施されたところでありますが、
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教育関連施設の中で今後、耐震化が必要であ

ると考えている施設について、お伺いをいた

します。 

また、それぞれの施設について老朽化も進

んでいるようであり、今後、改修等を計画的

に進めていくことが必要であると考えている

ところでありますが、今後の改修に向けたお

考えについてお伺いをいたします。 

以上、この場からの質問を終わります。 

●議長内馬場克康君 市長。 

●市長髙橋幹夫君（登壇） 高田議員のご質

問にお答えいたします。 

初めに、地域振興について、地域経済の現

状等についてでありますが、北海道経済産業

局が発表いたしました９月を中心とする道内

経済概況では、持ち直しの動きが鈍化してい

るとの報道がなされており、歴史的な円高や

株安、さらにはタイ洪水の悪影響などが要因

になっているものと考えております。 

また、道における地域別経済動向では、管

内の景況感は一部に持ち直しの兆しが見られ

たが、各業種共に総じて厳しい状況が継続し

ていることから、やや下降と判断されたとこ

ろであります。 

なお、本市の経済情勢を把握する上で、本

年度は、企業誘致プロモーション事業の中で

経営・設備投資動向調査や商業環境実態動向

調査などを行っており、集計・分析などにつ

いて、年度内には報告書として取りまとめる

こととしております。 

また、地元業者の方々などのお話を伺いま

すと、先の東日本大震災に伴う消費者心理の

冷え込みによる売り上げの影響や、公共事業

の削減により、業界全体が低迷しているなど

のご意見が多いことから、本市の経済状況は

依然として厳しい状況にあると考えておりま

す。 

市といたしましては、こうした影響に対し

て、地元経済の活性化を図るため、農商工連

携事業の推進や積極的な企業誘致活動などに

取り組んでいるところであります。 

次に、企業誘致についてでありますが、５

月に開催された「クラウドＥＸＰＯ」、８月の

道主催による企業誘致セミナー、そして10月

の「クラウドＥＸＰＯ」において、雪冷熱エ

ネルギーの活用や空知団地など、本市の優位

性や特異性を情報発信するブースを設け、多

くの企業の方との接触の機会を図り、その後、

企業訪問を行っております。 

また、９月から道の緊急雇用創出推進事業

を活用した企業誘致プロモーション事業を開

始し、東日本大震災に関連した首都圏の工場

及び情報関連企業等の投資動向等について調

査を行うとともに、市内の空き工場や空きオ

フィスなどの受け入れ環境の調査もあわせて

行っているところであり、企業等の皆様から

のお問い合わせに対応できる情報管理を行う

など、積極的な企業誘致活動に努めていると

ころであります。 

なお、先の新聞報道にもありましたが、先

週９日の金曜日、道主催で行われたデータセ

ンター事業者向け空知団地視察会には、23社

40名の方がお越しになり、私も歓迎のご挨拶

をさせていただきましたが、その中で、空知

団地は地震が少なく、内陸型で安全性も高い

ことや、消費電力の削減効果を図る雪冷熱の

活用などに対し、関心度が高まっていること

を強く感じたところであります。 
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今後におきましても、誘致活動を全力で取

り組んでまいりたいと考えております。 

次に、交流人口増加対策についてでありま

すが、平成22年度の観光入込客数のうち、ゆ

～りん館は 16万 4,600人余りで、約 50％を

占めております。本年５月には、開業以来の

入館者が 200万人を超えましたが、近年、温

泉施設のリニューアルや新規開業などがあり、

日帰り入浴客が減少傾向にあると報告を受け

ております。 

このため、業務を行っている株式会社アン

ビックスでは、平成24年４月までに営業専属

のスタッフの配置、岩見沢市内への折り込み

広告の配布などのほか、札幌市内の無料雑誌

への参画や旅行代理店からの集客強化などの

販売促進計画を立てて集客の強化を図るとと

もに、カラオケ大会の開催やお正月イベント

の充実なども予定しており、集客の増加に向

けた取り組みを進めていると伺っております。 

また、開業から８年を経過し、設備の老朽

化などが進んでおり、本年度におきましては、

温泉水の供給にかかるろ過器の整備、ジェッ

トバスポンプの交換や水風呂冷却装置の改修

などを行ったところであり、今後におきまし

ても、施設整備の改修など計画的に実施をし

てまいりたいと考えております。 

次に、パークゴルフ場の増設についてであ

りますが、既存コースの西側、市営球場の北

側に、平成 24年度、25年度に９ホールの造

成工事を行い、平成26年度の供用開始に向け

て計画をしており、現在は、利用者の意見・

要望などを取り入れ、実施計画を行っている

ところであります。なお、既存コースにつき

ましては、スタート台の改修など、指定管理

者と共に十分協議し、必要な整備を行ってま

いりたいと考えております。 

次に、都市基盤整備について、総合交通体

系基本計画に係る市道等の整備についてであ

りますが、本市における交通の利便性を図る

目的で、広域幹線道路、市街地幹線道路、地

区間幹線道路など43路線を選定し、事業効果

等を踏まえた優先順位の検討を行い、今後に

おける道路網整備のあり方を示すため、平成

16年度に策定したものであります。その後、

平成18年度の見直しで４路線を、平成22年

度の見直しで１路線を加え、48路線の整備計

画としております。 

この計画に基づき、財政状況並びに事業費

や事業内容等について精査し、事業の重点化

を図りながら、効率的な整備に努めてきたと

ころであり、平成22年度までに主要幹線であ

る、あかしあ通、東７条南線など17路線の整

備を完了し、本年度は、拓北・峰樺西７号線

など３路線の整備に着手したところでありま

す。このうち、市道美倍線につきましては、

ゆ～りん館やサン・スポーツランド、東明公

園等を利用する多くの市民や観光客が利用す

る幹線道路であることから、本年度、実施計

画を行い、工事は平成24年度から着手する予

定であり、幅員が車道 5.5メートル、歩道３

メートル、延長 790メートルの道路改良舗装

を計画しております。この路線を整備するこ

とにより、交通の円滑化並びに歩行者等の安

全確保が図られるものと考えております。 

市といたしましては、今後とも高齢化社会

を見据えた快適なまちづくりに配慮し、市民

生活の向上が図られるよう、事業の実施に当

たり、地域住民の意向も含め、関係者の理解
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と協力を得ながら、より一層事業の重点化を

図り、安全で安心できる生活環境の実現に向

けた道路整備に努めてまいりたいと考えてお

ります。 

次に、公営住宅の管理についてであります

が、これまでも年次計画に基づいて、有為団

地など老朽化した市営住宅の建て替え事業を

進めてきたところであり、低所得者や障がい

者世帯の居住の安定を図ってきたところであ

ります。平成23年11月末現在、市営住宅の

管理戸数は16団地、1,084戸で、入居率は約

96％、空き家戸数は41戸、道営住宅の管理戸

数は３団地で189戸、入居率は約98％、空き

家戸数は３戸となっております。 

次に、ペット飼育についてでありますが、

犬・猫などの飼育は、お年寄りの孤独感を癒

すなど、精神的な支えになると言われており

ますが、市営住宅にはさまざまな方が暮らし

ており、ペットの飼育については、飼育者の

マナーの問題やアレルギー疾患をお持ちの入

居者への配慮など多くの課題があることから、

ペット飼育は禁止としております。 

次に、表彰等について、市政功労及び表彰

についてでありますが、現在、市では、市民

の皆さんのまちづくりへの貢献に対する表彰

制度として、美唄市顕彰条例に基づく市政功

労のほか、美唄市表彰規定に基づく市民栄誉

賞、栄誉を讃えて、表彰状、感謝状がありま

す。これからのまちづくりにおいては、協働

のまちづくりを進めていくことが重要である

と考えておりますので、まちづくりに積極的

にかかわり、目覚ましい功績があった個人や

団体に対して、市として既存の制度を含め、

何らかの形で感謝の気持ちを伝えていくこと

も大切であると考えております。そのため、

市といたしましては、多様なまちづくりへの

参加を促すという観点から、今後、幅広い表

彰等の取り扱いについて、他市の状況等も参

考にしながら十分検討してまいりたいと考え

ております。 

以上でございます。 

●議長内馬場克康君 教育長。 

●教育長安田昌彰君（登壇） 高田議員の質

問にお答えします。 

初めに、教育行政について、東明公園にお

ける教育施設についてでありますが、東明公

園内の施設としては、野球場、陸上競技場と

サン・スポーツランド美唄があり、サン・ス

ポーツランド美唄にはテニスコート、ゲート

ボール場、多目的グラウンドがあります。 

今年度の利用者数は、野球場が2,863人で、

そのうち市内が2,753人、市外が110人、陸

上競技場は 2,056人で、すべてが市内の方、

サン・スポーツランド美唄のテニスコートは

4,234人で市内 3,080人、市外 1,154人、多

目的グラウンドはすべてが市内サッカースポ

ーツ少年団の利用で 1,385人となっており、

ゲートボール場の利用はありませんでした。 

次に、施設の整備計画についてでございま

すが、昨年、全天候型テニスコート６面を砂

入り人工芝に改修したところで、その他の施

設については、設置以来、大規模な改修は行

っていないことから、今後の計画的な整備と

財源の確保を図るため、今年度、公園施設長

寿命化計画を作成しているところです。具体

的な整備につきましては、この計画に基づき、

緊急性や財政状況等を勘案しながら進めてま

いりたいと考えております。 
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次に、教育関連建物の管理状況についてで

ありますが、耐震化については、昨年度、学

校施設の補強を終えたところであり、現在は、

美唄市耐震改修促進計画において耐震化が必

要と位置づけられている市民会館大ホール１

カ所となっております。 

また、教育施設の計画的な改修につきまし

ては、第６期総合計画における事務事業イン

デックスに、学校施設は学校施設改修事業と

して、教職員住宅は教職員住宅整備事業とし

て、社会教育、社会体育施設は、それぞれの

施設の整備事業として登載し、計画的に進め

ていくこととしているところであります。 

以上でございます。 

●議長内馬場克康君 10番、高田正則議員。 

●10番高田正則議員 一通りお答えをいただ

きました。自席から何点か再質問させていた

だきます。 

まず、企業誘致につきましては、地域振興

活性化という面から最も期待しているものの

１つでございます。今日までの企業誘致活動

が成果として実を結ぶよう、今後とも市長を

先頭に誘致活動にご尽力いただきたいという

ふうに思います。これにつきましては、ご答

弁は結構でございます。 

次に、再質問の１点目は、地域振興交流人

口増加対策についてでありますが、パークゴ

ルフ場について、９ホール増設することで各

種公式大会の開催も可能となり、交流人口の

増加が期待できるところでございますけれど

も、既存コースの整備について、スタート台

の改修というご答弁をいただきましたが、グ

リーン周りの整備も必要との利用者の声もお

聞きしているところでございますけども、既

存コース２７ホールの整備については、ほか

にどのような内容を計画されているのかお伺

いをいたします。 

２点目は、都市基盤整備、公営住宅の管理

についてでありますが、現在空き家となって

おります市営住宅 41戸の入居募集の状況が

どのようになってるのかお伺いをいたします。 

また、市営住宅維持管理事業の今後の見通

しについてお伺いをいたします。 

３点目は、運動公園における教育施設につ

いてでありますが、東明公園内の施設は高速

道路のインターチェンジからも近い上、交流

拠点施設にも隣接していることから、市外か

らの交流人口の増加も望めるのではないかと

思いますが、どのような施設改修を計画して

いるのかお伺いをいたします。 

４点目は、教育関連建物の管理状況につい

てでありますが、美唄市耐震改修促進計画の

中で耐震化が必要とされている市民会館大ホ

ールの耐震化については、どのようにお考え

かお伺いをいたします。 

また、回数、規模など、特定建築物の要件

は外れるものの、不特定多数の方が利用され

る図書館や郷土史料館などについても適切な

耐震改修対策の導入を検討することになって

おりますが、どのように対応されようとして

いるのかお伺いをいたします。 

●議長内馬場克康君 市長。 

●市長髙橋幹夫君 高田議員の質問にお答え

いたします。 

まず初めに、パークゴルフ場についてであ

りますが、既存コース27ホールにつきまして

は、スタート台の補強や路盤の改良など必要

な整備を行うほか、グリーンについても、利
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用される皆さんに快適な環境でプレーを楽し

んでいただけるよう、指定管理者とも十分に

協議し、必要な整備を行ってまいりたいと考

えております。 

次に、市営住宅の維持管理についてであり

ますが、現在空き家となっております市営住

宅41戸のうち４戸が次の入居募集用、７戸は

随時募集中となっており、残りの30戸につき

ましては、内部の床、壁、天井、設備の老朽

化が著しく、修繕費が大きくかかることから

入居募集は行っていないところであります。 

今後は、建物の老朽化の進行など、維持管

理の増加が見込まれることから、美唄市公営

住宅ストック総合活用計画に基づき、維持修

繕及び耐久性の向上を図る個別改善などに努

めてまいりたいと考えております。 

●議長内馬場克康君 教育長。 

●教育長安田昌彰君 高田議員の質問にお答

えします。 

初めに、東明公園における教育施設の改修

計画についてでありますが、公園施設長寿命

化計画は、施設の安全性の確保と維持修繕等

の経費の削減が目的でありますので、老朽化

した施設を改修して、さらに使い勝手のよい

施設となるよう計画に盛り込んでおります。

交通の利便性に恵まれた環境であり、また、

交流拠点施設に隣接していることから、市民

はもとより、市外からも利用していただける

施設としたいと考えております。 

次に、耐震化についてでありますが、市民

会館大ホールは、建物の規模や階数などから、

特定建築物として耐震化が必要な施設である

ため、市の耐震改修促進計画において、平成

27年度までの実施を目標としておりますが、

この施設は建築後40年以上経過し、耐震化以

外の改修工事も今後予定していることから、

耐震化につきましては、市民会館全体の整備

の中で検討してまいります。 

また、市立図書館、郷土史料館については、

特定建築物の要件には該当しない施設となっ

ておりますが、耐震化については、不特定多

数が利用する施設であることを踏まえ、今後、

関係部署と協議し、その方向について検討し

てまいります。 

●議長内馬場克康君 次に移ります。 

２番、長谷川吉春議員。 

●２番長谷川吉春議員（登壇） 平成23年第

４回定例会に当たり、大綱３点について市長

にお尋ねいたします。 

大綱質問の１点目は、ごみの広域処理につ

いてであります。この問題については、先日

の同僚議員の質問がありましたが、できるだ

け重複を避け質問させていただきます。 

私たちの日常生活に欠かせないものの１つ

に、毎日の生活の中から発生するごみをどう

するかという問題があります。生活様式や社

会環境の変化に伴い、ごみの量の増加やごみ

の質の多様化が進んでいますが、これらの廃

棄物を適正に処理されなければ、私たちの生

活に大きな支障を来すものとなります。 

具体的にお聞きいたします。その１つ目は、

３市町のその後の話し合いの経過についてで

あります。本市においては、平成19年から茶

志内地区に一般廃棄物最終処分場を建設し、

15年間使用する予定でありましたが、当初の

予定は、平成24年度から岩見沢市、夕張市や

三笠市、美唄市、月形町の５市町で広域での

焼却施設を稼働させる計画でしたが、それが
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できなくなり、今のままの状況では、平成27

年度で現在の処分場が満杯になるということ

になりました。 

今年に入ってから岩見沢市、月形町と広域

についての話し合いが進み、基本的な合意が

なされたということが市長の市政報告でなさ

れましたが、この市政報告では詳しい内容が

わかりませんので、改めてお聞きいたします。 

２つ目は、ゴミの回収計画、輸送体制につ

いてであります。市長は、先日の同僚議員の

質問に対してのご答弁で、生ごみについては

堆肥化することを表明いたしました。堆肥化

については、市民によるアンケートでも概ね

賛同されておりますので、堆肥化を前提にお

聞きいたしますが、生ごみを分別すれば燃え

るごみの約３分の１が少なくなります。現在

は、燃えるごみは１週間に２回回収されてい

ます。これは、燃えるごみの中に生ごみが混

入されており、臭気や衛生上のこともあった

と思いますが、生ごみが分別されるなら臭気

や衛生上の問題はなくなることになり、また、

ごみの量も約３分の１少なくなりますが、こ

の場合、これまでどおりの回収になるのかど

うかであります。 

もう一つの問題は、生ごみを除いた可燃物

をどのように運搬するのかであります。家庭

から回収して、そのまま岩見沢まで運ぶのか、

あるいは一時的にストックヤードなどに堆積

して運ぶのかで車両の台数など大きな違いが

発生し、ごみ処理にかかわる維持費、管理費

にも影響します。どのようにお考えなのかお

聞きいたします。 

３つ目は、生ごみの堆肥化の設備について

であります。生ごみを堆肥化するためには当

然、その設備が必要になりますが、設置場所

や設備内容など具体的な検討がなされている

のかどうかお聞きいたします。 

４つ目は、堆肥利用の見通しについてであ

ります。生ごみを堆肥化した場合、生成され

た堆肥の利用の見通しがなければなりません

が、最大の利用者である農業関係者、農業団

体との話し合いはどのようになっているのか

お聞きいたします。 

また、堆肥化を進めている他の市町での利

用状況がどのようになっているのかお聞きい

たします。 

あわせて、本市で堆肥化した場合、生成さ

れた堆肥が市内で消化される見通しがあるの

かどうかお聞きいたします。 

大綱質問の２点目は、住宅リフォームにつ

いてであります。３月の東日本大震災に伴う

福島の東京電力原子力発電所の事故以来、省

エネ節電が大きな問題になり、それとのかか

わりで住宅の断熱リフォームなども進められ

てきています。一方、不況の中で、中小零細

企業の建築関係の業者からは、自治体が行っ

ている住宅リフォーム制度を拡充してほしい

という要望も多く寄せられています。 

具体的にお聞きいたしますが、１点目は、

本市が行っている住宅リフォームの助成制度

の種類と内容がどのようなものなのかお聞き

いたします。 

２つ目は、この制度を利用しての件数及び

工事金額、助成金額について、平成22年度及

び 23年度の現在までの状況をお聞きいたし

ます。 

３つ目は、今後の取り組みとして、どのよ

うな計画をお考えなのかお聞きいたします。 
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大綱質問の３点目は、市立病院の健全化計

画についてであります。この問題についても

先日の同僚議員の質問がありましたが、具体

的な問題もあり、できるだけ重複を避け質問

いたします。 

10月に行われたまちづくり地区懇談会にお

いても、また議会報告会においても、参加さ

れた市民から出された意見や要望の多くは、

市立美唄病院の経営のあり方や将来の見通し

についてでありました。 

質問の１点目は、平成23年度における決算

の見込みについてであります。平成22年度の

決算については、入院患者数、病床利用率、

外来患者数が共に予定より約 10％減少し、

6,856万 5,000円の損失となり、一般会計か

らの繰入金の前倒しとして１億 0,600万円を

繰り入れされておりますが、平成23年度の決

算についてはどのような見通しなのかお聞き

いたします。 

２つ目は、医師の確保の現状と今後の見通

しについてであります。新聞などの報道によ

れば医師確保の厳しい現状が報じられていま

すが、現在の状況と今後の見通しがどうなの

かお聞きいたします。 

３つ目は、美唄市地域医療体制のあり方検

討委員会の検討の経過と内容についてであり

ます。過日の新聞報道によれば、検討委員会

が設置され、今後の地域医療体制について検

討されたとありますが、新聞報道だけではそ

の内容が十分理解されない部分もありますの

で、改めて検討の経過と内容についてお聞き

いたします。 

以上、この場からの質問を終わります。 

●議長内馬場克康君 市長。 

●市長髙橋幹夫君（登壇） 長谷川議員の質

問にお答えいたします。 

初めに、ごみの広域処理について、３市町

のその後の話し合いの経過についてでありま

すが、広域処理につきましては、平成16年度

から岩見沢市、夕張市、三笠市、美唄市、月

形町の５市町において、平成24年度からの広

域での焼却処理施設の稼働を目指し検討して

まいりましたが、平成21年度に夕張市と三笠

市が計画への不参加を表明したことにより、

広域処理を断念したところであります。 

このことから、平成22年度に可燃ごみの収

集が類似している月形町との共同で、生ごみ

を含む可燃ごみを一括処理できる高温高圧シ

ステムでの検討を行ってまいりましたが、先

行実施している自治体で不具合が生じるなど、

システム等に課題があることから、方向性を

変更せざるを得ないことを月形町へ伝えたと

ころでございます。 

平成23年に入り、岩見沢市、美唄市、月形

町の３市町での広域を視野に、施設設備費や

運営費などの協議を行い、本年11月10日、

３市町で広域処理することで基本合意に至っ

たところであります。 

合意の内容といたしましては、岩見沢市に

建設する新しいごみ処理施設の整備及び運営

につきましては、平成27年４月を稼働目標と

定め、運営は地方自治法に基づく事務の委託

とし、ごみ処理を岩見沢市に委託するなどで

あります。 

また、施設整備費については、平成27年度

の計画ごみ量に応じ負担することとし、運営

費は、ごみを搬入する各年度の実績ごみ量に

応じて負担することとしております。 
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このことから、現在、３市町合同で策定中

の循環型社会形成推進地域計画の中に、施設

規模に係る計画ごみ量やごみの減量化、資源

化などの施策を盛り込むための協議を進めて

いるところでございます。 

次に、ごみの回収計画、輸送体制について

でありますが、生ごみの収集方法としては、

他市の事例では、ごみ袋を使用する方法とバ

ケツを使用する方法がありますが、この収集

方法によって収集回収などが異なることから、

今後、市民の皆さんが分別しやすい方法を考

慮しながら検討してまいります。 

また、生ごみを除く燃やせるごみの収集方

法につきましても、あわせて検討してまいり

ます。 

次に、広域処理に伴う輸送体制についてで

ありますが、生ごみを除く燃やせるごみの運

般については、市内のごみステーションから

そのまま岩見沢市に搬入する方法と、市内に

一たん集積してから運搬する方法などが考え

られますが、今後、効率性やコストなどを比

較検討することとしております。 

次に、生ごみの堆肥化の設備についてであ

りますが、現在のところ、本市の生ごみ堆肥

化の設備内容等は決まっておりませんが、こ

れまで道内８カ所の生ごみの堆肥化施設を調

査したところでは、堆肥化の設備内容は地域

特性や堆肥化手法によってさまざまであり、

これらの調査結果を踏まえて、今後、できる

だけ早い時期に堆肥化手法などを含め、決定

してまいりたいと考えております。 

次に、堆肥利用の見通しについてでありま

すが、美唄及び峰延の両農協との協議につい

ては現段階では行っておりませんが、今後、

協議をさせていただきたいと考えております。 

次に、他市町での堆肥の利用状況ですが、

これまで調査した道内８カ所の堆肥化施設で

は、農業者や地域住民に、そのほとんどが利

用されている状況と伺っております。 

次に、できた堆肥の利用については、今後、

両農協や市民の皆様方に利用していただける

よう努めてまいります。 

次に、住宅リフォーム助成について、住宅

改修促進助成制度についてでありますが、高

齢な方の居住環境の向上を図るため、住宅の

バリアフリー化及び断熱・防寒改修を行う場

合に、その経費の一部を助成するものであり

ます。 

助成の対象は、市内の60歳以上の方が居住

する住宅の段差解消や、高齢者に対応した浴

槽並びに断熱窓の設置などに対し、対象工事

費の３分の１以内、10万円以上 20万円以内

の助成で、工事の施工については、市内の業

者に限定しているところであります。 

次に、住宅改修促進助成制度の今後の計画

についてでありますが、この助成制度を多く

の市民が利用され、そのことにより市内の経

済効果も大きいことから、今後もさらに市民

への周知を図り、次年度以降も引き続き、高

齢者の方が安心して住み続けられる住まいづ

くりに向け、取り組んでまいりたいと考えて

おります。 

次に、市立美唄病院の健全化計画について、

平成２３年度の病院事業会計の決算見込みに

ついてでありますが、10月末時点の推計で申

し上げますと、支出は人件費や診療材料費な

どの費用が計画より縮減されますが、医業収

益が入院及び外来患者数の減少により計画を
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下回ることから、経常損失が見込まれるとこ

ろであります。収益的収支では一般会計から

の繰入金の前倒しにより計画以上の純利益が

見込まれ、資金不足額の解消及び資金不足比

率は計画を達成する見込みであります。 

次に、医師確保についてでありますが、平

成23年度における状況といたしましては、常

勤の神経内科医師を招聘したほか、眼科は北

海道大学の非常勤眼科医師の派遣が中止にな

ったことから、旭川医科大学及び札幌メモリ

アル眼科から非常勤医師を招聘し、診療体制

の確保に努めてきたところであります。さら

に、来年２月からは、市内に居住が可能な常

勤の内科医師１名の招聘が内定しております。

医師の確保につきましては、病院の最重要課

題となっておりますことから、引き続き全力

で取り組んでまいります。 

次に、地域医療体制のあり方検討委員会に

おける検討内容についてでありますが、市民

が安心して生活できる持続可能な医療体制の

構築を図るため、検討委員会を設置し、１回

目の会議を11月21日に開催いたしました。

内容といたしましては、本市の疾病状況及び

受療動向や救急搬送の状況のほか、市立美唄

病院の現状などについて事務局から説明し、

ご確認をいただいた後、検討事項として、今

後の地域医療体制のあり方について活発な議

論をさせていただいたところであります。主

な意見といたしましては、初期救急医療の堅

持や在宅医療の充実に関するもの、病院間の

連携や介護施設との住み分けに関するもの、

回復期に対応する病床の確保に関するもの、

入院や救急業務を担う内科医の確保に関する

ものなど、多くの議論が交わされたところで

あります。 

なお、住宅改修促進助成制度の利用状況に

ついては、都市整備部長から答弁させていた

だきます。 

私からは以上でございます。 

●議長内馬場克康君 都市整備部長。 

●都市整備部長山口隆慶君 私から平成 22

年度、23年度現在までの制度利用の件数及び

工事金額、助成金額についてご答弁申し上げ

ます。 

平成22年度は助成件数が72件、助成額は

1,227万4,000円、契約金額の合計は約9,700

万円、業種別では、建築関係が17業者43件、

建具関係が４業者28件、設備関係が１業者１

件、平成23年度は11月末までの助成件数が

63件、助成額は1,093万8,000円、契約金額

の合計が約 8,400万円であり、業種別では、

建築関係が15業者32件、建具関係が３業者

27件、設備関係が３業者４件となっておりま

す。 

以上でございます。 

●議長内馬場克康君 ２番、長谷川吉春議員。 

●２番長谷川吉春議員 この場から何点か再

質問させていただきます。 

最初に、ごみの広域処理の問題ですけども、

先ほどの市長のご答弁ですね、岩見沢につく

られる新しいごみ処理施設の整備及び運営に

ついては、地方自治法に基づく事務の委託と

して、ごみ処理を岩見沢市に委託するという

ご答弁だったわけです。私は、この運営につ

いてはですね、こうした委託ではなくて、桂

沢ダムの事業団、あるいは南空知の消防など

での一部事務組合だとか、そういう形での、

いわゆる各構成している自治体から議員を選
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出して、対等、平等の立場でいろんな運営や

管理について議論していくと、そうした方式

の方がいいんでないかという具合に思うわけ

ですね。どうしても、岩見沢に全部おまかせ

みたいな形になるとね、美唄のいろんな意見

や要望そのものが、きちっと的確に反映され

るのかどうなのかということでの懸念がある

わけです。確かにごみの量そのものでいえば

ね、岩見沢などに比べれば、大きな違いがあ

るわけですけども、使用料というか、利用す

る数量によって大きな違いがあるということ

で言えばね、例えば、桂沢ダムについて言え

ば、岩見沢市と美唄市と利用する数量はかな

り大きな違いがあるわけですけども、ごみの

量もそうした違いはあるけれども、各自治体

の意見や要望、さまざまな取り組みの課題に

ついて対等、平等に話し合っていくという上

では、そうした一部事務組合という形での管

理運営が望ましいのではないかという具合に

思うわけですけども、市長のご見解をお聞き

したいと思います。 

それから、ごみの堆肥化の設備への問題で

すね。当然、堆肥化するということになると、

設備をつくらなければならないわけですけど

も、どういう設備をつくるのかという問題な

わけですね。堆肥化するというのは、当然、

家庭からの生ごみがそうですけども、それと

同時に、いわゆる農業に伴って出てくる、例

えば籾殻だとか稲わらだとか、あるいは出荷

できない野菜、いわゆる畑にすき込むことの

できない、そうした野菜なども出てくるので

はないかという具合に思うわけですけども、

そういうものも含めて生ごみにするのかどう

なのか。そうした生ごみの種類と言いますか、

つくられる材料と言いますか、そういうもの

によって、いろいろ設備の中身も変わってく

ると思うんですよね。 

それと同時に、最大の利用者である農家の

人たち、あるいは農協などでどのように利用

されていくのかと。いわゆる堆肥としての熟

成度といいますか、それが完全に熟成したも

のを使う、あるいは、そこまでいかなくても

半熟性みたいな形で使うのかと。これは水田

に使う、あるいは畑に使う、畑に使う場合で

も野菜畑だとか果実だとか、そういう、いろ

いろな違いがあると思いますけども、どうい

うものを農家の人たちが望んでいるのか。そ

うしたものによって、設備の内容もいろいろ

違ってくると思うんですけどもね。そうした

ことを考えますと、やはり、どういう設備を

つくるのかということで言えば、やはり農業

関係者との話し合いを進めながら、その設備

の内容を決めていかないとならないのではな

いかという具合に思いますけども、その点に

ついてのお考えをお聞きしたいと思います。 

次に、住宅のリフォームの問題です。先ほ

どのご答弁で、この制度の利用の件数につい

ては、平成22年度が72件、それから、23年

度は11月末で63件あったというご答弁だっ

たわけですね。お聞きするところによります

と、昨年の美唄市での新築・増改築の件数が

約30件ということですからね、そうした件数

から見ると、この住宅リフォームの制度を利

用しての工事の件数が、かなり大きな数にな

るわけです。もちろん、工事金額で言えば違

いがあるわけですけどもね。平成22年度で言

えば助成金額が1,227万4,000円と、工事金

額が 9,700万円、そうした工事になるわけで
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すね。23年度で言えば助成の金額が1,093万

8,000円で、工事金額で言えば 8,400万円と

いう、それだけ業者の人達が、特に美唄の場

合、そうした建築関係、住宅関係の業者、中

小企業、零細企業が多いわけですけども、そ

うした中でのこうした助成を利用しての工事

というのは、業者の人達にしても大変助かっ

ているわけですね。 

先日、岩見沢市で行っているこうした助成

制度をお聞きしてきたんですけども、もちろ

ん人口の違いがありますので、金額としても

件数にしても美唄とは大きく違うんですけど

も、美唄と岩見沢との何といっても違いの大

きな問題は、その助成の対象がかなり岩見沢

の場合は広いわけですね。美唄の場合はここ

に書かれているように、非常に、対象が高齢

者や障がい者に向けてのリフォームだとか、

そういうものになっているわけですけども、

岩見沢の場合、相当その幅が広いと言うか、

対象が広いことが大きな違いになっているわ

けです。今、この不況の中で、中小・零細の

業者の人達がね、こうした金額はそれほど大

きくはないけれども、先ほど申し上げたよう

に、美唄全体としては、そうしたお金が動く

わけですね。美唄市の活性化を図るためにも、

また、中小・零細の建築業者の人たちのため

にも、美唄において行っている助成の対象制

度を、もっともっと拡充していくということ

が必要でないかと。何人かの業者の方からも、

ぜひともこの助成制度を拡充して欲しいとい

う要望が寄せられておりますので、その点に

ついても市長のご意見をお聞きしたいという

具合に思います。 

次に、市立美唄病院の健全化の問題ですけ

ども、平成23年度の病院の経営状態の見通し

で言えば、やはり経常損失が見込まれるとい

うことが報告されました。22年度の場合も、

患者数が約10％ぐらい減ってると。今年度も

恐らくそのくらい減るんでないかという具合

に思うわけですね。患者数が年々減ってきて

いる訳ですけども、そうした中で、去年の１

１月に出されたいわゆる健全化計画の見直し

ということで資料があるわけですけども、私

はこの資料を見て非常に奇異に感じたことが

あるわけですね。どういうことかというと、

23年度、24年度、25、26、27年度まで、医

業収益、それから入院収益、外来収益、これ

が23年度から27年度までずうっと同じ数字

なんですよね。何でこうなるんだろうかとい

う疑問を持っているわけです。果たして、こ

れで２７年度までのね、こうした患者数が減

っているということを考えますと、果たして

これでいいんだろうかどうなのかということ

を疑問に思うわけです。 

先日の同僚議員の質問、いわゆるごみの問

題で、平成27年度で生ごみを分別した場合の

ごみの量がどうなるのかという推計に対して、

市長がご答弁されてるんですけども、その中

には、いわゆる専修大学の問題、それから美

唄病院の問題、そうしたことも考慮に入れて

推計の数字を出されたわけですね。私は、そ

うしたやり方というのは当然だと思うんです

けども、しかし、病院の健全化計画ではそう

したことは一切なされていないんですよね。

だから、ごみの問題では、そうした今後起こ

りうる問題についてはきちっと推計するとい

うことですけれども、病院の健全化計画では、

そうしたことは推計されていない。一方では
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起こりうる事態を考慮に入れる、一方では考

慮に入れないという、そうした手法が、果た

して、それでいいんだろうかどうなんだろう

かということを非常に疑問に思うわけですね。 

そういう点で、そうした今後起こりうる状態

も考慮に入れた形での計画の見直しなども検

討していかないとならないんでないかという

具合に思うわけですけども、市長のご見解を

お聞きしたいと思います。 

次に、地域医療体制のあり方検討委員会の

問題ですけども、先日のご答弁の中で、検討

委員会を重ね協議を進めていきながら、今年

度中に一定の方向性を出したいというご答弁

をされたわけですね。私は、この検討委員会

を運営していくに当たって大事なことはね、

市としてどういう立場で検討委員会に臨むか

ということなわけです。あくまでも市として

の考え方は白紙で、検討委員会で出された結

論に基づいて、それに従いますということな

のか、あるいは市としての一定の考え方を持

って検討委員会に臨むのかということでは、

非常に大きな違いがあると思うわけですね。 

今年６月に市長選挙が行われました。その

時の髙橋市長候補の選挙公報、あるいは新聞

などでの談話などの中で、いわゆる地域医療

の問題、市立病院の問題なども出されていた

わけですけども、それに対して、多くの市民

が髙橋市長候補は市立病院を廃院にすると、

あるいは診療所にすると、そういう考え方な

んだという、そういう受けとめ方をしている

人たちが結構多かったわけです。そのことが

選挙結果に一定の影響を及ぼしたということ

では否定できないわけですね。そのことから、

私は、多くの市民が市立病院をやはり美唄の

医療体制の中核医療としての役割を今後とも

果たしてほしいと、そうした市民の多くの願

いの反映だという具合に思うわけですけども、

私は、やはり美唄の市立病院、何としても存

続をさせるという、そうした立場を明確にし

て検討委員会に臨むべきでないかという具合

に思うわけです。そのことが市民の要望に応

えたものになるという具合に思うわけです。 

議会報告会の中でも、そうした意見も数多

く寄せられているわけですけども、そうした

市としての考え方を明確にして検討委員会に

臨むべきでないかという具合に思うわけです

けども、市長のお考えをお聞きしたいと思い

ます。 

●議長内馬場克康君 市長。 

●市長髙橋幹夫君 長谷川議員の質問にお答

えいたします。 

初めに、ごみの広域処理に関わる事務の委

託についてでありますが、広域でのごみ量の

80％以上が岩見沢市であることや、管理を一

元化することによって事務の簡素化が図られ、

経費削減につながることから、３市町での協

議の上、事務の委託を選択したものでござい

ます。 

次に、生ごみの堆肥化の設備についてであ

りますが、家庭から出る生ごみを対象として

おりますが、本市の基幹産業は農業であるこ

とから、できた堆肥を農家の方々や市民の方

に利用していただくことが重要であり、堆肥

化設備を決定するに当たっては、農業関係団

体などと事前に協議をしてまいりたいと考え

ております。 

次に、住宅改修促進助成制度についてであ

りますが、制度の拡充につきましては、住宅
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の耐震改修助成制度も含め検討してまいりた

いと考えております。また、新たな住宅建設

に係る助成制度につきましては、市の財政状

況も踏まえ、十分検討させていただきたいと

思います。 

次に、病院経営健全化計画の今後の見通し

についてでありますが、計画達成に向けて全

力で取り組んでおりますものの、現在、市立

病院が抱えている課題は多くあり、地域医療

に及ぼす影響が非常に大きく、いわば地域医

療全体の課題として解決していかななければ

ならないものと考えております。こうしたこ

とから、現在進めております地域医療体制の

あり方検討委員会での意見等をもとに、市立

病院のあり方など、方向性を見出してまいり

たいと考えておりますので、この方向性等を

踏まえ、必要に応じて健全化計画の見直しも

検討するなど、経営健全化の推進に努めてま

いりたいと考えております。 

次に、地域医療体制のあり方検討委員会に

ついてでありますが、地域全体の医療体制を

どのように構築していくかについて検討する

こととしており、市立病院のあり方などにつ

いては、検討委員会での議論などを踏まえて

方向性を見出してまいりたいと考えておりま

す。 

また、検討内容については、市民の皆さん

との情報の共有化に努めるとともに、一定の

方向性、姿をお示しできる段階になりました

ら、市民の皆さんの声を反映する機会を設け

てまいりたいと考えております。 

いずれにいたしましても、地域医療を取り

巻く現状については解決すべき課題が多くあ

り、検討を進める中で、市民の皆さんが安心

して暮らしていくことのできる地域医療体制

の構築に向けて、取り組んでまいりたいと考

えております。 

以上でございます。 

●議長内馬場克康君 次に移ります。 

６番、森川明議員。 

●６番森川明議員（登壇） 平成23年の第４

回定例会に当たりまして、５点にわたり質問

をいたします。 

１点目は、野生動物に対する対策強化につ

いてです。今年の大ニュースの１つといたし

まして、道内では、堂々と街の中をクマがの

し歩く、出没・目撃情報が非常に多くありま

した。連日にわたって報道され、先日の12月

４日にも、クマの親子が、隣の三笠市の西桂

沢で目撃をされております。また、上ノ国で

は、木登りをしてる子グマが救助をされたと

いうような北海道新聞の記事もありました。

今年のクマは、まだ冬眠にどうも入っていな

いよと、全く困ったもんです。市も国設スキ

ー場付近に現れましたし、私の住んでいる峰

延地区隣の三笠市達布、さらに光珠内の高速

道路のある松下牧場の近くにも現れました。

エサとなる木の実が不作をし、山から下りて

きたようで、道もヒグマ保護管理計画がある

ようですけれども、調査では全道各地では１

１月末までに749頭にも上がっております。 

また、エゾシカですけれども、これは明治

の初めに、乱獲や大雪などの影響を受けまし

て一時絶滅寸前になりましたけど、その後の

保護政策によって、道内ではその後、30年ほ

どで道東を中心に急増したと。今、全体で60

万頭がいると言われております。増えた原因

は、原生林だった場所が農地に変わり、天敵
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だったエゾオオカミが絶滅するなど自然環境

の影響で、樹木や川、希少植物を食べ、森を

荒らし、自然の姿を変えてしまっているので

す。また、エゾシカの被害は、畑が荒らされ、

自動車や列車との衝突事故も多くありました。

市内においても、たびたびエゾシカの被害が

目撃されており、私は、実はケアハウスのハ

ーモニーの奥でエゾシカを見た経験がありま

す。このエゾシカの被害、2009年で全道の農

業被害額は50億8,000万円にもあがってます。

2010年の捕獲数は約 11万頭にもなっている

んです。最近では、岩見沢市のあの林檎園の

ある毛陽地区でも果樹園が被害に遭ったとい

う報告で、防護柵をつくったと。これは、ど

うも国から補助もあると伺っております。 

昨日の新聞を見ていますと、シカワナ、ワ

ナ銃規制ということで、道の方針が打ち出さ

れておりました。アライグマについては、元々

ペットで輸入されていたのが飼育放棄で野生

化してしまったわけで、これらは市議会の議

会報告会でも、市民から「被害を増えている

ので何とかしてほしい」という切実な要求が

出されております。私も、ヒグマについて市

も出没情報をホームページで周知をされてい

たとか。予算面につきましては、前年比３倍

で対応しているという。夕張市では、警察署

が実はクマ情報誌クマップを作成し、ホーム

ページで公開をしております。 

全道、全国各地で、この野性動物に対する

対策強化をしていますけれども、捕獲者、ハ

ンターは、1970年には 53万 1,000人と、こ

れ免許所有者ですけど、2009年には 18万

3,000人に激減してるという。そのうち６割

が61歳以上です。 

道内では、平成 21年度で見ますと、8,716

名。石狩が一番多いと。これちょっと以外な

感じしましたけれども、石狩が多いというこ

とで、1,607名、次いで十勝 1,192名、網走

が979名、４番目に空知で911名となってい

ます。空知も実は60歳以上が435名で約半数、

これは全道でも同じですけれども、同様60歳

以上が約半数となっている、こういう現実面

があるわけなんです。 

ハンターの誤射といいますか、２月には厚

真のあの事件、まだ未解決です。10月には喜

茂別での事故もありました。いわゆる社会問

題にもなったわけですけれども、野生鳥獣に

関する農作物被害、先ほども言いましたけれ

ども、200億以上が推移している状況を見ま

して、やはりここでお伺いをいたしたい点は、

１つは、市内の狩猟免許交付者、種別ごとの

数と年齢、２つは、目撃情報の数とハンター

出動回数、３つ目は、狩猟者に対する報奨金

の額、日当、車代、４点目は、高度な技術や

知識を持つ専門家あるいはプロハンターの必

要性、５つ目は、今後の対応策をお伺いをい

たしたいと思います。 

２点目につきましては、生活保護の現状と

対策についてです。なぜこの件をといいます

と、とんでもない数字で年々保護費が増えて

いるからなんです。11月９日の報道によりま

すと、７月時点で、60年ぶりに全国205万人

を突破したと。道内も全国３番目で 16万

5,000人、共に過去最多で、戦後のあの混乱

期よりも多くなった、こういう現実があるわ

けです。 

ところが、わずか１カ月後の12月７日、最

近ですけれども、８月時点の速報値を見ます
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と、205万 9,871人になってる。２万人も増

えているという実態があるわけなんです。あ

の大阪市、橋本知事の、市長ですか、なりま

したけれど今度は。全国最多で 15万人、18

人に１人が受給者になってきてると、一般会

計で 17％を占めると。東京都も 27万 4,191

人、昨年同期よりも２万人も増えているんで

す。 

道内では35市の中で、対前年比の伸び率が、

千歳市が18.5％で最大、石狩が14％、北広島

が 11.9％、札幌市が 9.1％、これ伸び率です

けれども。どうも札幌近郊で受給者が増えて

いるのが特徴である。隣の岩見沢市も65世帯

増の1,547世帯、保護費が約35億円になって

ると。岩見沢市は過去最多を更新したという

ことでした。 

生活保護費がこのように様変わりしてる事

例といたしましては、2008年のあの秋のリー

マンショック、ご承知の通り年末は、都心で

は年越派遣村が現れまして、以降、働ける年

齢層の「その他世帯」が一気に増えた。2007

年度から２倍以上に拡大していきました。労

働市場は狭くなるばかりで、職業訓練を通じ、

就労に結びつけるよう試みたものの、雇用が

低迷し、同様な今、現状が続いてるわけです。 

伺いたいのは、岩見沢市同様、過去最多と

そこで、比較されるのは最低賃金です。道内

では時給 705円となりましたけれども、依然

として生活保護費の給付水準を下回っている。

逆転解消にはならず。今年度の改定で９都道

府県があったわけですけれども、３道県に減

ったものの、北海道は、逆転現象が解決には

至っておりません。 

なったというふうにも予測がされるわけで

すけれども、１つ、市の生活保護世帯数と総

額、２つ目は、前年に対し保護率は全道、空

知の一体どの位置にあるのか、３つ目は、支

給世帯の年齢の分布比率、４つ目、不正受給

の指摘数、理由、５つ目は、福祉の市として、

今後の対策、そして取り組み状況をお伺いい

たします。 

３点目は、市外の高校創立記念式典への市

長出席についてです。冒頭、市長ちょっとお

伺いをいたしたいと思いますけれども、10月

15日に開催をされました奈井江商業高校創立

60周年記念式典に市長出席されておりますよ

ね。うなずいているということは出席された

ということです。60年の節目として、さらな

る飛躍を誓う。また、隣町ということで、こ

の式典に出席は大変意義があると思っており

ます。 

実は、なぜこのような質問するかと申しま

すと、平成 19年度の第３回定例会において、

岩見沢農業高校創立 100年記念式典、これは

市長は欠席、祝電のみの対応で終わらした点

があるからなんです。隣の市として、１クラ

ス以上、40人以上が市から通学をしておりま

すし、２万 2,000人の卒業生がいる。市の農

業後継者を見てみますと、ほとんどが卒業生

であると。今、この市会議員もそうですけれ

ども、大体定員14名で５名が岩見沢農業高校

卒業生となってると。そのように、非常に多

いという実態があるわけなんです。当日は石

狩、胆振、日高、非常に遠方から、市長とか

町長、副市長、教育長が出席し祝福をしてい

ました。そういう姿を目の当たりにしまして、

本市と言えば、市長、副市長、教育長、いず

れも欠席をし、協賛会にも入っていない。１
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通の祝電のみで終った、非常に寂しい思いが

し、あまりにも近所づき合い、隣の市として、

つき合いが悪いのではないかという失望した

経過があるわけなんです。 

当時の市長答弁は、市外の高校から招待が

あった場合、祝電のみで対応してきたと。岩

見沢農業高等学校の場合も、それを踏襲した

と、同様な対処をしたという答弁でした。ス

ケジュール面がいろいろあったにしても、市

長、副市長、教育長間で調整をし、代理出席

でお祝いをすべきだったというふうにも思っ

ておりました。 

美唄聖華高校、美唄尚栄高校、美唄工業高

校、これは全部全道一円から生徒が集まって

いるんです。式典等の機会があった場合は協

賛会に入り、また、学校側が近隣市町村に招

待状を出す、こういうことが予測をされるわ

けですから、今回の市長の出席でなんかすっ

きりした感をしております。 

この件について方針を変えたのかどうか、

その点についてお伺いをいたしたいと思いま

す。 

４点目は、教育の服務実態調査についてで

す。先ほども同僚議員から質問がありました

けれども、違った視点でお尋ねをしたいと思

いますが、会計検査院が、道内公立小中学校

の教職員に不適切な勤務をしたと指摘をしま

した。道はそれを受けて、過大に支給された

給与703万のうち、道負担468万4,000円の

返還を求めようとしております。不適切な勤

務は、道内209校が対象、647人、3,392時間

に及ぶというんです。 

不適切勤務とはいったいどうなのかと、な

んなのか。解釈によっては、どうもわかりづ

らい面があるわけなんです。学校は企業や官

庁と違い、人を育てる場なんです。教職員、

先生方に不適正という、いわゆる規則や管理

面を縛るということはいかがなものかと考え

ているんです。そう思うんです。 

道教育委員会は、ことさら話題性を大きく

し、全ての教職員がこれにかかわっているよ

うな錯覚をしてしまうような報道もあります。

文科省も、回答を得るたびに職務命令を発す

ると異例の指示をし、強制力を盾に実施する、

果たしてふさわしいものかどうか、この点が

疑問に感じているんですよ。 

私も、実は国家公務員として在職中の後半

の12年間、会計検査院と毎年接する機会があ

りました。その会計検査院のあり方について、

質問等も今残っておりますけれども、いろい

ろあります。それは別として、もう時効です

ね。だから、とやかく一つひとつ言うのはや

めにしたいと思いますけれども、教職員は、

児童生徒に事があれば 24時間勤務で対応し

てるんですよ。一般公務員とは違う点、この

点をはっきりさせるべきだ。 

会計検査院の報告を受けて、最近の報道で

は、この道教委の勤務実態調査のチームを設

置したと。専従の職員 12名含め、最大で 94

名体制と。さらに 14の教育局に数人から 10

人の調査チームを設けた。何と73人体制で既

に着手してるんです。ね、教育長。それにし

ても不明な点が多い。その調査担当からして

何が不正なのか。非常に、不満も道内一円に

蔓延してるというふうにも判断しております

よ。 

次の点をお伺いをいたします。１つ、不適

切勤務とはいったい何なんだと。市内の該当、
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先程の同僚議員の中で２名いるということも

お伺いをいたしました。内容メモしたけど早

かったのでちょっとわからんかったんですけ

ども、長期休業者の校外研修を触れておりま

したけれども、これはちょっと内容わかりま

せん。それを承認をしている校長に問題があ

るんでないですか、教育長。 

２つ目は、道教育委員会の調査実施要領通

知は既に届いているのかどうか。 

３つ目は、全国平均より道内は超過勤務が

多いんですよ。美唄市の状況等、現場の教職

員をこのような調査で萎縮させて、今後の部

活動に影響はないのかどうかお伺いをいたし

ます。 

５点目は、集団フッ素洗口事業についてで

す。集団フッ素洗口事業は、2004年９月から

「お口ブクブク大作戦」としてスタートしま

した。当時の厚生省、当時ですけれども、認

めている理由から全国で導入が進みました。

しかし、歯科医師等から安全性をはじめ多く

の問題点が指摘をされているんです。そして

今日に至ってるんです。それは洗口に使用さ

れるフッ素、健康への悪影響を危惧している

からなんです。歯科医師、学者、研究者が、

一斉集団で導入すべきではない。いわゆる伝

染病ではないんですから、虫歯に集団で予防

措置をする必要性や緊急性はない。必要と思

う家庭は地域の歯科医で行うべきということ

で、危険性、問題点が多く出されてるわけな

んです。 

市は、平成23年度中に、今年度ですよ、市

立の幼稚園児にフッ素うがいの導入をする動

きが見られます。虫歯の原因として重視され

てきた砂糖の摂取量が急激に減少してるとい

う現状を見ますと、集団で洗口の必要性が低

く、歯磨きの徹底によって十分と思えていま

す。また、フッ素中毒の危険性が高く、この

応用によって、健康被害から幼稚園児を守る

ために導入すべきではありません。 

ここに、日本弁護士連合会の集団フッ素洗

口の中止を求めた意見書があるんです。教育

長、これそうですよ。教育長、こっち向いて

くださいや、あっち向かないで。教育長、こ

れが日本弁護士連合会の資料ですよ。集団フ

ッ素洗口の中止を求める意見書ですよ。今年

の１月21日に出されたもので、何と33ペー

ジにもなる、こういう分厚いものが出されて

いるんですよ。読みましたか。うなずいてる

から全部読んだというふうに判断しますね。

問題点や違法性等を弁護士としてはものすご

くこれで指摘をしております。結論として、

当時の厚生省及び地方自治体に対して、集団

フッ素洗口が事実上強制をされてる、フッ素

の管理・調合・使用が、専門家の監督指揮下

に置かずに、フッ素の公平な情報提供が無く、

また、実施した後の追跡調査が行われていな

い、こういう問題点を調査検討し、改善をす

べきであると訴えてるんですよ、弁護士会は。

安全性、急性毒性、過敏症状・アレルギー、

副作用、詳しく述べられております。６歳未

満では、フッ素洗口液を飲み込む危険性があ

る、海外の実態を含めまして、予防効果は少

ないもので、集団で利用の必要性はない。公

衆衛生上、学校、保健所の必要性・相当性に

ついては、重大な疑問が残ってる、判断基準、

政策の違法性面のところ、いろいろあると思

いますけれども、これは放置できません。中

止をすべきであると。 
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このような、いろいろな観点から、次の点

をお伺いをいたします。１つは、安全性が解

明をされたのかどうか。フッ化物洗口はさま

ざまな見解があるものと考えますが、学識者

から安全性に対する危惧が指摘をされてきて

いると、これらは解明をされていない今現状

にあるわけです。 

２つ目は、洗口液を間違って飲んでしまっ

た危険性、排水管等の腐食と実際に関わる現

場の意見を聞いているのかどうか。全国の実

例がいっぱいあります。 

３つ目は、劇薬であるフッ素の安全性の検

証、薬事法違反に該当するものでないのかど

うか。 

４つ目は、保護者、教職員に対する説明で

理解と同意を得るべきであることで、強制は

すべきでないということで、この点をお伺い

し、以上をもって、この場からの質問にさせ

ていただきたいと思います。 

●議長内馬場克康君 森川議員の質問に対す

る理事者の答弁は、午後からにいたしたいと

思います。 

午後１時まで休憩いたします 

 

正午12時08分 休憩 

正午12時59分 開議 

 

●議長内馬場克康君 休憩前に引き続き会議

を開きます。 

森川議員の質問に対する理事者の答弁から

入ります。 

市長。 

●市長髙橋幹夫君（登壇） 森川議員の質問

にお答えいたします。 

初めに、野生動物に対する対策強化につい

て、ヒグマなどの目撃情報等についてであり

ますが、ヒグマにつきましては、４月から１

１月までの間、目撃情報のほかに糞や足跡に

関する通報も含め合計 15件あり、その都度、

現場確認等のため、北海道猟友会美唄支部に

出動いただき、その後も現場周辺等のパトロ

ールを行っていただいております。 

また、アライグマにつきましては、４月か

ら現在まで合計94件の通報や相談があり、猟

友会に箱なわの設置や駆除などの対応をして

いただいているところでございます。 

次に、鳥獣捕獲にかかわる経費についてで

ありますが、市では、現地パトロール、箱わ

な設置、駆除などの業務を北海道猟友会美唄

支部に委託しており、本年度は 178万 5,000

円の委託料で対応をいただいております。こ

のほか、委託業務のほかに、美唄市ヒグマ駆

除対策要綱に基づき、ヒグマ駆除推進員１５

名を委嘱しており、その要綱に沿って出動し

た場合には、日額 4,500円の出動手当てを支

払うほか、捕獲した場合は１頭につき１万円

の報奨金を支払うこととしておりますが、平

成20年度以降、この要綱に基づく出動はござ

いません。 

次に、狩猟者の確保についてでありますが、

ヒグマ目撃情報等の増加やエゾシカの個体数

調査の強化に伴い、狩猟者を育成・確保する

ことは、市民生活の安全確保や野生鳥獣によ

る農作物被害の防止を図る上で重要な課題で

あると考えております。 

しかし、猟銃を所持するには、制度上さま

ざまな制約がありますので、市としましては、

各農協や北海道猟友会美唄支部などで、本年
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６月に設立した美唄市鳥獣被害防止対策協議

会を中心に講習会を開催するなど、人材の育

成・確保に向けた取り組みを推進してまいり

たいと考えております。 

次に、今後の対応等についてでありますが、 

本年度は、市の鳥獣捕獲等に関する予算を

増額してエゾシカの駆除の強化を図ったほか、

美唄市鳥獣被害防止対策協議会が、国の補助

事業を活用してエゾシカによる農作物被害防

止のための電気柵をモデル的に導入したとこ

ろであります。 

今後は、この協議会が中心となって電気柵

の導入成果の検証を行うほか、野生鳥獣によ

る農作物被害調査を毎年実施していくことと

しており、こうした調査結果等をもとに、効

果的な対策などを検討してまいりたいと考え

ております。 

次に、生活保護の現状と対策について、不

正受給の現状についてでありますが、昨年度

の生活保護費における不正受給の件数は 16

件で、返還決定額は 450万円程度となってお

ります。 

主な理由といたしましては、年金額の増や

新たに年金受給が開始になったことによる未

申告が９件、また、稼働収入の過少申告が７

件となっております。 

次に、今後の対策や取り組みについてであ

りますが、近年の全国的な不況により、企業

の倒産や閉鎖、縮小などによる雇用の場の喪

失や低年金・無年金の高齢者の増加など、生

活保護受給者数が過去最多を更新していると

報道されております。 

本市の保護受給者数は、依然として雇用状

況も厳しく、稼働年齢層の失業者や非正規労

働者も増加傾向にありますが、現在のところ、

全体としては横ばい状態で推移しております。 

生活保護の受給世帯に対しては、保護の補

足性の原則への理解を求めるとともに、稼働

年齢層につきましては、自己の能力を活用し、

経済的、社会的自立を図るため、就労相談員

による指導・助言を通じて、生活保護世帯の

自立助長に努めてまいります。 

また、高齢者には、各種福祉サービスの適

切な活用により、健康を維持し、社会参加を

促すなど、今後とも積極的に指導・助言をし

てまいります。 

次に、高校の創立記念事業に対する出席等

についてでありますが、本市では、市外の高

校の創立記念事業に際しては、従来同様、協

賛金の負担は行わないこととしております。 

また、式典、祝賀会につきましては、現在、

副市長や教育長の代理出席を含め出席するよ

う努めておりますが、スケジュールにより出

席できない場合は祝電をお送りし、市として

の祝意をお伝えすることとしております。 

なお、狩猟免許所持者の現状については農

政部長から、生活保護世帯数と保護率及び生

活保護不用額について、保護率の現状につい

て、支給世帯年齢の分布比率については、保

健福祉部長から答弁させていただきます。 

私からは以上でございます。 

●議長内馬場克康君 農政部長。 

●農政部長須田正毅君 狩猟免許所持者の現

状につきましては、私から答弁させていただ

きます。 

本年11月末現在、ライフル銃や散弾銃が使

用できる第１種銃猟免許所持者が31名、箱わ

なやくくりわなが使用できるわな猟免許所持
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者が９名、なげ網などが使用できる網猟免許

所持者が１名、合計41名となっております。 

なお、この中には複数の種別免許を持って

いる方がおりますので、実人員としましては

36名となっております。 

また、実人員での年齢別構成は、60歳以上

が 21名と最も多く、全体の 58％を占め、次

に 50歳代が９名、25％、40歳代が５名、１

４％、30歳代が１名、３％となっております。 

以上でございます。 

●議長内馬場克康君 保健福祉部長。 

●保健福祉部長中川直紀君 生活保護世帯数

と保護率及び生活保護扶助額について、保護

率の状況について、支給世帯年齢の分布比率

については、私から答弁させていただきます。 

初めに、生活保護世帯数と保護率及び生活

保護扶助額についてでありますが、平成22年

度における生活保護世帯数の年間平均値は

616世帯で、保護率は31.6パーミル、生活保

護扶助額については、13億3,000万円程度と

なっております。 

次に、保護率の状況についてでありますが、

平成 22年度と本年６月の各都市を対比いた

しますと、全道で13番目、管内では、三笠市、

歌志内市、赤平市に次いで４番目となってお

り、いずれも変わりない状況でございます。 

次に、支給世帯年齢の分布比率についてで

ありますが、本年６月現在の保護受給人員812

人のうち、19歳以下が 112人で 13.8％、20

歳以上から64歳以下の稼働年齢層が351人で

43.2％、65歳以上の高齢者が349人で43.0％

となっております。 

以上でございます。 

●議長内馬場克康君 教育長。 

●教育長安田昌彰君（登壇） 森川議員の質

問にお答えします。 

初めに、教職員の服務勤務実態調査につい

て、不適切勤務の内容と市内の該当校につい

てでありますが、本年１月から２月にかけて、

道内の公立小中学校 209校に対し、会計検査

院が勤務実態に関して実地調査を行ったとこ

ろであり、本市においては、小学校２校が検

査を受けたところであります。調査の内容は、

勤務時間中の職員団体のための活動について、

長期休業中の勤務実態について、長期休業中

の校外研修の状況について、外勤、出張及び

職務専念義務免除の実態についての４項目で

あります。 

この調査結果については、去る11月７日に、

会計検査院が国会に報告したところであり、

本市においては１校が、長期休業中における

不適切な勤務について指摘を受けたところで

あります。 

次に、道教委の勤務実態調査の通知につい

てでありますが、文部科学省は会計検査院の

検査結果を踏まえ、10月 13日付で北海道教

育委員会に対し、会計検査院が行った検査と

同様の調査を実施するよう指導を行ったとこ

ろであります。北海道教育委員会はこれを受

けて、11月 16日付けで各市町村教育委員会

に対し、「教職員給与費の適正執行等に関する

調査」の実施について通知を行ったところで

す。このことから、本市では、各学校の教職

員の勤務状況を示す各種資料を11月25日ま

でに取りまとめ、空知教育局に提出したとこ

ろであります。 

今後、北海道教育委員会が中心となり、提

出書類をもとに調査を実施し、来年８月をめ
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どに調査結果をまとめることとしております。 

次に、勤務実態の調査実施による学校現場

への影響についてでありますが、この度の北

海道教育委員会が実施する「教職員給与費の

適正執行等に関する調査」は、会計検査院か

ら指摘のあった不適切な勤務実態の有無を明

らかにするものであり、調査によって道民の

信頼回復を図るものと理解をしているところ

であります。 

次に、集団フッ素洗口事業について、フッ

化物洗口の安全性についてでありますが、フ

ッ化物洗口は、就学前後から開始し、長期間

継続して実施することにより、確実な虫歯予

防の効果があることが、国内外の調査研究に

よって科学的に実証されており、ＷＨＯ世界

保健機関や厚生労働省など、国内外の専門機

関や専門団体が一致して有効性と安全性を認

めているところであります。 

次に、実施に向けた現場の意見聴取につい

てでありますが、フッ化物洗口の実施に当た

りましては、その安全性について不安を持つ

方もおられます。このため、フッ化物洗口の

安全性や適切な実施方法について、子どもの

保護者や教職員等の関係者に対し十分にご理

解いただけるよう、説明会やパンフレットの

配布等を行った上で、保護者が希望した子ど

もについて実施することとしております。 

教育委員会では、これまでも説明会の実施

や教職員との話し合いを行ってきているとこ

ろであり、その中では、フッ化物洗口を進め

てほしいという意見とともに、安全性への心

配や取り扱いに関する質問が出されたところ

であり、心配等に対しましては、安全性が認

められていることを説明しているところであ

ります。 

薬事法との関連についてでありますが、幼

稚園で取り組むフッ化物洗口については、市

販の医薬品であるミラノール薬剤を使用する

こととしており、ミラノール薬剤は、薬事法

施行規則に基づく劇薬扱いとなっております

が、実際に洗口に用いられる溶液は、フッ化

物イオン濃度が0.05％であることから、劇薬

には該当しないところであります。また、薬

事法との関係については、昭和60年の国会に

おいて、「学校の養護教諭が、フッ化ナトリウ

ムを含有する医薬品をその使用方法に従い、

溶解、希釈する行為は、薬事法及び薬剤師法

に抵触するのではない。」とする政府見解が示

されており、法的に問題はないものと認識し

ております。 

次に、保護者の同意についてでありますが、 

フッ化物洗口の実施に当たりましては、フッ

化物洗口の安全性や適切な実施方法について、

子どもの保護者や教職員等の関係者に対し、

十分ご理解いただけるよう、説明会やパンフ

レットの配布等を行った上で、保護者が希望

した子どもについて実施することとしており、

強制するものではございません。 

教育委員会といたしましては、フッ化物洗

口の実施に際しましては、保護者や教職員に

実施方法や薬品の取り扱いについて十分説明

し、適切に進めてまいりたいと考えておりま

す。 

以上でございます。 

●議長内馬場克康君 ６番、森川明議員。 

●６番森川明議員 それでは、お答えをいた

だきましたけれども、自席から意見を含めま

して、再質問をしたいというふうに思います。 
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１点目の野生動物に関する強化については、

市の予算も増えておりますし、今後の対策に

ついてもわかりました。民主党もこの鳥獣被

害や狩猟規制のあり方など、今議論を深めて

きております。また、全国農業共済組合は、

野性鳥獣による農産物の被害の対応策として、

鳥獣害防止対策ハンドブック等を発行し、毎

年 200億で推移している農産物の被害を少し

でも減少させるための努力を強めているとい

うところです。道内を見ましても、中標津町

だけでも毎年１億円をかけて生け捕り作戦を

してるという、囲いワナということですが、

国の補助金も出るということで、これをもっ

て対応してますし、さらに、中標津町の隣の

標津町では、ヒグマの広域移動に対しまして、

調査によると 60キロ以上もあるとのことで、

ＧＰＳ追跡調査を行い、知床から実際には直

線 60キロ移動するという結果も判明をいた

しております。酪農学園大学は、都会に出る

エゾシカに通信機を付けて、初の生態調査で

共生の道を模索をしてると、こういう報道等

もあるわけなんです。ハンターの高齢化に伴

いまして野生動物の駆除も、答えにありまし

たように大変ですけれども、市民の声に耳を

傾け、関係機関等と連携を密にし、対策を強

めなければなりません。 

再質問として１点お伺いしたいことは、美

唄市のヒグマ駆除対策要綱というのがあると

いうことですけれども、これはいつ制定され

たのか。また、出勤手当あるいは報奨金等、

市独自でそれぞれ定めているようであります

けれども、その金額については妥当なのかど

うか、その点をお伺いをいたしたいと思いま

す。 

次に、生活保護の現状と対策についてです。

生活保護の状態、市の詳しい状況を知ること

ができました。憲法25条には、私たちは健康

で文化的な最低限度の生活を保障されている

わけです。1950年に今の生活保護法が制定さ

れ、最後のセーフティネット・安全網とも言

われていますが、不正受給が９年度で約 102

億、３兆円を超える保護費の相対的から見ま

すと 0.3％には当たりますけれども、多くの

額が出されておりますと同時に、その中では

暴力団が関与する例も多く、防止策が徹底さ

れていませんし、低収入、低所得者層の若者

も、全国的に増えている受給者の現状でござ

います。自治体の財政を圧迫している現況下

となっております。 

道内の月刊誌には、「ぐうたら市民を生み出

すあきれた審査、偽装生活保護費がうじゃう

じゃいる」とのすごい見出しが掲載をされて

いました。病気でもなく高齢者でもない、失

業者からの申請に対して甘い審査でつけ込み、

金だけもらって働かないぐうたら市民が、今、

急増しているという報道でございます。経

済・雇用情勢の悪化で、生活保護に対するマ

イナスイメージが薄らぎ、審査もザル当然と

指摘をしていました。思い起こすと２０年前

に生活保護申請を断られ、母親が餓死した事

件以降、困ってる人がいれば、とりあえず保

護をする姿勢に転化したとも言われておりま

す。 

北海道新聞は、道内16万5,500人のうち、

妻を施設に入れるために離婚をし、生活保護

を受けるしかなかった 80代の男性の紹介も

ありました。このように、生活保護のために

離婚をする、または偽装離婚も多い訳で、道
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内は離婚率が高く、道外は年金だけでは暮ら

せないと、離婚によって月約10万円の支給を

受けている、そういう報道も多々見られるわ

けでございます。 

実は、47都道府県の幸福度、この間、ブー

タンの国王が来日し、その幸福度というのが

一躍クローズアップされたわけですけれども、

道民の幸福度は下から５番目の状況でござい

ます。43位です。離婚率は47位で全国最悪、

出生率は46位、正社員比率も46位、質問を

していました生活保護受給者率も最悪の状況

でございます。ところが、別の調査で魅力度

という調査もありました。北海道は、それは

トップにいるんです。魅力度では。複雑な気

持ちになるわけです。 

市の状況も、受給者数は雇用情勢の厳しさ、

失業者も非正規労働者も増加傾向にあるもの

の、現在のところ、横ばいで推移をしている

と、こういう回答をいただいております。就

労相談、生活保護世帯の自立助長、これに努

め、健康維持と社会参加を促し、指導・助言

を行い、世帯数が616世帯、13億3,000万と

いうことですけれども、ひとつ、全道市の１

３番目、空知の４番目、この位置を下げるよ

うに鋭意働きかけを強めていただきたいと思

います。答えはいりません。 

３番目の市外の高校式典の市長の出席につ

いてです。お答えをいただきましたが、平成

19年当時の市長は、スケジュールがあって調

整できなかった場合は、副市長、教育長に代

わっての代理出席、これはもう眼中になかっ

たんではないかと、あの答えで受けとめまし

た。岩見沢農業高校創立 100周年記念式典出

席は、市長という自分の立場しか考えていな

いのか、以前にもこの種の式典があった場合

は出席していないということで、祝電のみに

終わらしたという。そして、それを踏襲した

という答弁に、私は受けとめていました。 

この種の式典というのは、数年に１度とかか

もしれません。招待があった場合は、スケジ

ュールによっては、お答えがありましたよう

に、代理出席を含め検討すると、これは当然

のことです。ただ、協賛会につきましては、

負担をすべきだというふうに考えております。

今すぐ回答ということにはならないと思いま

すけれども、ひとつ、協賛金の負担等につき

ましては、十二分に一つの課題として要望し

ておきますので、検討方をお願いをいたした

い、このように思います。 

４点目になります。教職員の服務勤務実態

調査についてです。教職員の職務は、どうも

新聞記者さんと似ているんでないかというふ

うに私はとらえております。子どもの学習指

導が終わる、勤務時間内に職員室で明日の教

材の準備をする、参考とするべき新聞、書物

を読む、記者の仕事も全て時間のみでは割り

切れない、記事の締め切り時間帯もあります

し、また、記事の内容チェック、どう見出し

をつけるか、時間外の勤務がものすごく多い

ということなんです。これはっきり言うと似

てるんでないかと。公立学校の教職員、病気

退職が６割近く、うつ病などの精神疾患とい

うふうに一部で報道をされました。これは何

か、ストレスがたまってるということなんで

すよ。 

この度の服務勤務実態調査、時間と膨大な

お金をかけて、全学校やる必要はないのでは

ないですか。私は、道教育委員会はおかしい
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と思ってますよ。通知は既に届いているとの

ことですけれども、市教育委員会として、道

教育委員会とこの点について協議をする場面

があったのかどうか。それと、今回の調査に

よって、疑いのある教職員に対し職務命令を

もって聞き取る、記名、捺印を求めるという

こと、このようなことを強制させるというこ

とは、異常で疑問に思ってます。教育長どう

ですか。大変なこれは行為なんですよ。組合

活動に立ち入るという不当労働行為や人権侵

害が危惧されるんです。 

それと、超勤が膨大になっているという実

態を把握してますか。全国的に言われてる１

つの例として、全国的ですけれども、長期休

業中の期間等において、始業時間後の機械警

備の解除や、始業時間、終業時間等の警備開

始の時間、何かこれも指摘があったそうです

ね。教育長うなずいておりますから、そのと

おりだと思います。通常の勤務日の勤務時間

終了後の警備開始など、日常的に７時間45分

という勤務時間定まってますけれども、正規

の時間を超えた膨大な教職員は超勤をしてる

という事態、それが全然カウントされておら

ず、何ら超過勤務手当としては支払われてい

ないという実態、これが実情なんですよ。こ

れ違法です。早急にやはり是正をすべきでは

ないかと。私は、学校に行ってる訳でないで

すけども、その始業時間云々、機械云々とい

うのはちょっと掌握しかねない一面もありま

すけれども、聞くところによると、この点に

ついても非常に問題があるというふうにも指

摘がされております。一体、市の教職員の超

勤の実態はどのようになってるんですか。 

文科省は、集約をすると月平均34時間と言っ

てます。北海道は月平均40時間となってるん

ですよ。この点についても、再質問でお伺い

をいたしたいと思います。 

それから５点目、私は、今日本当にこの問

題大きいなととらえておりますけれども、集

団フッ素の、その集団ですよ、フッ素洗口事

業についてです。答弁では、安全性は科学的

に立証済みとか、劇薬だが薬事法に抵触する

ものではないから法的には問題のないという、

そういう答えに終始しています。これは到底、

納得いくものではありませんよ。事故が起き

てからでは遅いんですよ。実際に、子ども達

が吐き気や嘔吐、疼痛、頭が痛い、気分不良

などの急性中毒と思われる症状が全国的に起

きており、その頻度が非常に高くなってると

いうことです。また、フッ素によるアレルギ

ーが疑われるという、このような訴えも歯科

医師等には寄せられているのです。 

これが、実は全国から集められた反対の資

料なんですよ。これだけあるんですよ、反対

の資料。これ、読むだけでも大変だったです

よ。全国から取り寄せて。こういう状況の中

で、この膨大なものを一つ一つを見ていって

も、なるほどという説得力のあるものばっか

りでしたよ。 

この集団フッ素洗口の推進ということは、

条例制定があるわけですけれども、新潟はト

ップで 2008年７月、北海道は２番手、2009

年の６月、静岡が2009年の12月、長崎も同

じです。島根が 2010年の２月、千葉も 2010

年の３月、岐阜も同じ、７道県で制定されて

おります。その後、佐賀が、電話等で聞くと

2010年の９月ということです。鹿児島、大分

も、成立に向けて動いているという情報も入
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ってきました。 

安全性の解明についてですけれども、多く

のここに実例があるわけなんです。実は私も

勤務をしたことのある長崎県、この資料によ

りますと、香焼町、昔の炭鉱のところでちっ

ちゃい町なんですけれども、今は長崎市に編

入されております。合併されております。こ

の香焼町の小学校で、洗口で使用したコップ

の消毒液やハイアミノ残留したまま洗口して、

14人が気分が悪くなったと。入院した子ども

が２人いたと。そういう事故が当時の新聞に

大々的に報道されているんですよ。いわゆる

この事業、集団ということで、大きな問題点

として取り上げられている。調査によります

と、佐賀県の武雄市、新潟県の十日町でもや

っぱり事故が起きてると。園児がみんな被害

に遭ってるんですよ。以外に園児なんですよ

ね。さらに、この洗口液を、消毒液の取り違

いによって洗口をこぼした、その養護教諭が

始末書を書かされていると、こういう事件ま

であるのですよ。教育長。宮崎では、2005年

に県内14校、1,679名の児童生徒が、その危

険性というのを全く知らされないで、いわゆ

る虫歯予防ということで実施されたと。その

後、フッ素による学習会、問題点を出して、

子ども達の安全を守るべきだということで、

学校現場には適さないという確認をのちほど

とっているんですよ。宮崎のです。仙台の薬

害オンブズマン、これはフッ素班ですけれど

も、洗口の科学的妥当性をということで公開

質問状を出しておりますし、千葉市民ネット

ワークでは、フッ素条例、千葉県おまえもか

というような見出しで、あるいは新潟県につ

いても、新潟なんかトップで条例作ったとこ

ですよ。中毒症の実例報告がたくさん出てき

てると。2010年の 11月７日には、第 30回、

すごい歴史ですね。30回日本フッ素研究会・

全国集会が日本教育会館で開催をされ、この

問題については問題あるとしてる。本年度、

2011年度、これも予定をされているという、

そういう実態が、赤裸々に報告になってきて

る。さらに、もう１つびっくりするのがある

んですよ。著書ですけれども、フッ化物洗口

事業の有害性についてという。フッ化物洗口

に用いられるフッ化ナトリウムは、これ、海

外では今も、今もですよ、殺鼠剤、ねずみの

殺す薬、ゴキブリ退治、この薬として使われ

ているという実態があるんですよ。ですから、

こういう劇物、劇薬なんだという、ものすご

い見出しが大きくなってますよ。丸善株式会

社 2001年発行の内藤裕史さんという人です。

フッ素有機フッ化物中毒百科、詳細に掲載を

されております。 

なぜ急ぐのか。何か道から早く早くという

指摘があるのですか。うがった見方をそうい

う具合にしてしまいます。保護者、教育者と

の説明会等の理解がまだ得られていませんよ。

１月に実施するような計画のようであるが、

これ本当なんですか、その辺お答えください。 

また、議会の場でも、実施計画に対する議

論の場がない。議事録を精査してみましたよ。

確かに、議員が定例会で反対・賛成という立

場で意見が述べられている実態は残っており

ます。きちっとしてます。それは事実です。

しかし、実施時期までは言及をしてない、い

うことです。この点についても再度お伺いを

いたしたいと思います。 

●議長内馬場克康君 市長。 
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●市長髙橋幹夫君 森川議員の質問にお答え

いたします。 

美唄市ヒグマ駆除対策要綱についてであり

ますが、この要綱は昭和54年に制定したもの

であり、この中に定める手当等は、市長の要

請に基づき班体制により出動した場合に支給

するもので、その額は市が独自で設定したも

のであります。 

しかしながら、平成15年の改正以降、支給

額の見直しは行っていないことから、今後、

他市町村の取り組みの状況を参考に、猟友会

美唄支部と協議をしてまいりたいと考えてお

ります。 

●議長内馬場克康君 教育長。 

●教育長安田昌彰君 森川議員の質問にお答

えします。 

初めに、調査実施にかかる協議についてで

ありますが、この調査は地方教育行政の組織

及び運営に関する法律に基づき、道教委にお

いて行われるものであり、会計検査院の調査

により、教職員の一部に服務上不適切な実態

が明らかになったことから、全道的に行うこ

ととしたものであります。道教委による調査

実施に係る説明に対し、全道都市教育局長会

臨時拡大役員会や臨時空知管内市町村教育委

員会教育長会議において協議し、意見交換が

行われたところであります。 

次に、調査の実施についてありますが、こ

の調査は全教職員を対象に、勤務時間におけ

る勤務や職務専念義務免除が適切に行われて

いたか、長期休業中の校外研修が適切に行わ

れていたかなどについて明らかにするもので

す。調査は、地方教育行政の組織及び運営に

関する法律に基づいて、関係書類の提出や事

情聴取を行うものであり、学校教育に対する

道民の信頼回復を図るものであると理解して

いるところであります。 

なお、教職員の超過勤務の状況についてで

すが、平成18年度に文部科学省が「教員勤務

実態調査」を実施し、時間外勤務は月平均34

時間と報告されています。 

また、最近では、道教委が平成20年に勤務

実態調査を実施し、月平均40時間強の時間外

勤務の実態が報告をされております。このた

め、時間外勤務・業務の縮減に向けて、各学

校現場において、事務の改善や会議の簡素化

などに取り組んでいるところであります。 

次に、フッ化物洗口の取り組みについてで

ありますが、フッ化物洗口の安全性について

は、ＷＨＯや厚生労働省など、国内外の専門

機関や専門団体が一致して認めているところ

であり、12月中に、美唄歯科医師会や岩見沢

保健所などの協力を得ながら、保護者や教職

員への取り扱い説明などを行うこととしてお

ります。実施につきましては、来年１月から

公立幼稚園、保育所において、保護者の同意

を得た上で、４歳以上の幼児を対象に、歯の

健康づくりの一環として取り組んでまいりた

いと考えております。 

●議長内馬場克康君 ６番、森川明議員。 

●６番森川明議員 教職員の服務勤務実態調

査については、まだまだいっぱい再々質問し

たいことがあるんですけれども、それはさて

おきまして、今回は集団フッ素洗口事業につ

いて、教育長に再度またお伺いをいたしたい

と思います。 

フッ素は、いろいろお答えありましたけれ

ども、フッ素そのものが環境汚染物質だとい
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うことはご理解してませんか。首かしげてる

からしてないということですか。既に子ども

を含めまして、ほとんどが使用してる歯磨き

材あるんです。この中に薬効成分としてフッ

素が添加されているんですよ、これ、この中

にはね。それにもかかわらず、新たに集団で

フッ素洗口を必要とするのはなぜなんですか。

効果が不十分で少量しかこの中には添加され

ていないという、この点を理解すべきだとい

うことなんですか。砂糖の摂取量が近年減少

してると。子どもの歯磨きというのは非常に

今進んできてると。そういう実態を見れば、

もっともっと歯磨きの方を、集団で洗口やら

ないで、うがいのとき飲み込んだなんていき

なりいったら大変ですから、もっと歯磨きを

推進をする方に力を入れていくべきでないか

と思うんですよ。フッ素の毒性というのは、

全身で作用すると言われておりますよ。いろ

いろ調べたら、歯、骨、生殖、発育の影響、

神経、臓器への影響、遺伝、発ガン、急性中

毒、アレルギー、すごい数なんですよ、これ。 

そういう状況で、新潟は2008年の７月、トッ

プで条例を制定したものの、集団フッ素洗口

廃止という、今、陳情書が出てる。民主党の

本部にもその陳情書が届いてる。こういう実

態なんです。 

お答えでは、実施時期が今年度１月からと

いうことでありました。その予算というのは

一体どこから出てるんですか。捻出されるん

ですか。３月議会で、確かにフッ化物洗口の

是非論について、いろいろ議論がありました

よ。２３年度において実施するとか、予算書

の中にもないような感じもするんですけれど

も、どこからか捻出するか読み取れません。

このような重要な案件を、事業として打ち出

すには、ちょっと今というのは、議会軽視で

はないですか、と言わざるを得ませんよ。そ

れも一番危険性のある幼稚園児に取り扱いを

開始、それから進めたいという考えのようで

すけれども、なぜそのように、何度も言いま

すけれども、急いで実施をするのか、その点

も含めてお答えください。 

●議長内馬場克康君 教育長。 

●教育長安田昌彰君 森川議員の質問にお答

えします。 

フッ化物洗口についてでありますが、フッ

化物洗口は、就学前後から開始し、長期間継

続して実施することにより、確実な虫歯予防

の効果があることが実証されており、本市の

子ども達の歯の健康づくりに必要であるとの

認識のもと、まずは幼稚園、保育所で実施し

ていくこととし、平成23年度において、教育

委員会では幼稚園管理費の中に予算措置をし

ているところであります。 

また、虫歯の状況として、平成20年学校保

健統計調査で、12歳児の一人当たりの平均本

数は、全国では1.54本、北海道では2.2本、

本市は 3.7本となっているのに対し、フッ化

物洗口の先進県であります新潟県では 0.8本

となっている状況もあり、まずは幼稚園、保

育所から実施することとしたものでございま

す。 

●議長内馬場克康君 暫時休憩します。 

 

午後 １時49分 休憩 

午後 １時50分 開議 

 

●議長内馬場克康君 休憩前に引き続き会議
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を開きます。 

森川議員の発言についてはすでに３回に及

びましたが、会議規則第56条ただし書きの規

定により、特に発言を許します。 

６番、森川明議員。 

●６番森川明議員 ありがとうございます。 

集団フッ素洗口事業の今答弁をいただきま

した。１月に幼稚園管理費の中から予算を措

置をしたいと、していきたいと、そういう答

弁でございました。３月の予算審査では、こ

れ、議論をした経過ないんですよ。小学校、

中学校の管理費の場合は、何々事業、何々事

業という事業がちゃんと載ってるんですよ。

予算書の中に。幼稚園の場合の管理費を見ま

すと、それ何々事業というのは載ってないと

いうことです。これは、もしその場で、この

集団フッ素洗口事業というのが載っていれば、

その場で議論をし、また、状況によっては、

修正案提出までやったはずなんですよ。それ

が全くなくして、今回、議事録を何回も見て

も調べましたよ。いきなり幼稚園管理費から

出てきたのは一体これなんだと。これは、ふ

と思い出したんですけれども、実はこの予算

の使い道なんですが、なんかこの、よく３月

になるとですね、１つの例としてどうかと思

いますが、道路工事、あっちこっち３月にな

ると俄然始まるというのはよく見られる現象

ですよ。これ何かと、予算があるから使って

しまおうということでやってると。私も国家

公務員の時期には、徹夜をかけて、その予算

に合うように、使うように、ピタッと１円、

１円は別としましても、ピタッと合うように

予算をやる、その努力した、そういう経過が

過去にあるんですよ。完全に使わなければ、

次年度には予算のときに困るから、まず使っ

てしまおうという実態があるんです。今は蓮

舫さんを初め非常にうるさくなってきており

ますから、そんなようなことで、なんか残っ

たら、聞いてみたら、みんな次年度に繰り越

しということになった、当然のことになった

らしいんですけれども。当初予算でなかった

事業が、うがった見方ですけれども、予算が

残ったからこの集団フッ素洗口に使うんでな

いかなという、そういうちょっとこう、ふと

感じる一面もあるわけなんです。 

それと、市立幼稚園での実施。園長、保護

者、教職員の合意の関係ね。今どういう調査

やってるのかわかりませんけれども、まだや

ってないうちに１月実施と言い切るのは早す

ぎるんじゃないですか。 

それともう１つ、今ふと気がつきましたよ。

これ、はっきり言うと、その非常に危険なも

のであるということで、例えば教職員の方が、

事業にかかわらなかった場合は業務命令を発

すると。そこまで行くんですか。実際には、

いろいろトラブルというのが予測をされてお

りますよ。この場のこういう予算というのは、

無理やりやる方法は地方になじみません。議

会でも事業として予算の議論をしていないの

ですから、議会軽視、さっきから言ってます

けれども、議会軽視の強引なやり方ですよ。 

健康、教育にかかわる問題合意の中で、何

度も言ってるわけですけれども、実施すべき

ではないですよ。１月の実施というのは中止

すべきですよ。今聞きましたから１月の実施

と。それから、幼稚園の管理費の中からやり

たいということですから。マスコミだって注

目してますよ。もし、なんか事故が起きたら、
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どう責任をとるんですか。あくまでも強行突

破するということであったら、非常に問題が

起きるということですよ。教育長。その場で

協議をし、とりあえずその１月実施は何とか

中止をするとか、そういう策はできないんで

すか。私も市民の１人として混乱は避けるべ

きであるということを常日ごろ思っているん

ですよ。何度も指摘した事項もありますけれ

ども、一番危険な幼稚園児に１月に、１月っ

たらもう目前でしょう。何日あるんですか、

あと。１つ協議をし、中止をするという方向

にいかないのかどうか、その点も含めて、最

後の質問というから辛い一面もありますけれ

ども、お伺いをいたしたいと思います。 

●議長内馬場克康君 教育長。 

●教育長安田昌彰君 森川議員の質問にお答

えします。 

フッ化物洗口についてでありますが、昭和

45年から実施しております新潟県の 12歳児

童１人当たりの平均虫歯本数は 0.8本に対し

まして、本市の子ども達の１人当たりの虫歯

の数が全国平均の２倍以上も多いという実態

にございます。このため、子どもの歯の健康

づくりに効果が実証されているフッ化物洗口

を幼稚園、保育所から取り組むこととしてお

り、保護者のアンケート調査や本年３月にお

ける議会議論も踏まえ、保健福祉部と連携し

ながら準備を進めてきたところでございます。 

なお、実施に当たっては、保護者や教職員

に安全性や取り扱い方法などの説明を十分行

い、理解をいただき、保護者の同意を得た４

歳以上の幼児を対象に進めることとしており

ます。実施に当たっては十分教職員に理解を

いただいて進めてまいりたいと、このように

考えております。 

●議長内馬場克康君 以上で一般質問を終わ

ります。 

 

●議長内馬場克康君 これをもって本日の日

程は全部終了いたしました。 

本日はこれをもって散会いたします。 

 

午後 １時57分 散会 
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